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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木   10〜20時
水・金   13〜20時
第2、第4土曜日   閉室
第1、第3、第5土曜日   10〜18時

て
き
た
英
国
人
女
性
に
出
会
っ
た
。
藤

井
さ
ん
と
小
屋
の
焚
火
場
で
歓
談
し
た

が
、
彼
女
は
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
デ

ュ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
で
５
回
も
優
勝
し
て

い
る
と
い
う
。
小
さ
な
荷
物
で
着
の
身

着
の
ま
ま
。
こ
の
後
、
新
し
い
ト
レ
ラ

ン
コ
ー
ス
を
求
め
て
南
の
方
へ
迂
回
し
、

エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
の
方
ま
で
走
っ
て
い

く
と
い
う
。
世
の
中
に
は
強
者
が
い
る

も
の
だ
。

翌
日
、
ラ
ン
マ
レ
・
カ
ル
カ
を
出
る

と
、
ピ
ー
ク
６
を
は
じ
め
ヒ
マ
ラ
ヤ
襞ひ

だ

の
す
ば
ら
し
い
６
０
０
０
ｍ
峰
が
現
わ

れ
、
景
色
が
変
わ
っ
て
く
る
。
11
月
３

日（
歩
き
出
し
て
か
ら
26
日
目
）に
マ
カ

ル
ー
Ｂ
Ｃ（
４
８
７
０
ｍ
）に
到
着
し
た
。

１
９
７
０
年
に
日
本
山
岳
会
東
海
支
部

が
初
登
攀
（
マ
カ
ル
ー
登
頂
自
体
は
第

２
登
）し
た
東
南
稜
が
間
近
に
見
え
る
。

せ
り
上
が
る
東
南
稜
の
先
に
マ
カ
ル
ー

頂
上（
８
４
６
３
ｍ
）が
あ
っ
た
。
さ
す

が
の
姿
だ
。

ス
リ
ー
・
コ
ル
を
越
え
て

さ
て
、
こ
こ
か
ら
の
１
週
間
が
正
念

場
の
ス
リ
ー
・
コ
ル
越
え
。
そ
の
後
、１

週
間
で
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
を
下
り
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

ヤ
ン
グ
リ
・
カ
ル
カ
で
１
日
休
養
し

た
の
で
、
マ
カ
ル
ー
Ｂ
Ｃ
で
は
休
養
を

取
ら
ず
11
月
４
日
出
発
。
マ
カ
ル
ー
Ｂ

Ｃ
か
ら
先
に
進
む
人
は
ぐ
っ
と
少
な
く

な
る
。
バ
ル
ン
氷
河
の
モ
レ
ー
ン
上
を

登
っ
て
い
く
。
高
度
は
５
０
０
０
ｍ
を

越
え
て
、
ス
イ
ス
Ｂ
Ｃ
が
近
づ
く
こ
ろ
、

バ
ル
ン
氷
河
の
奥
に
ロ
ー
ツ
ェ
、
そ
し

て
、
そ
の
右
奥
に
エ
ベ
レ
ス
ト
が
見
え

た
。
私
は
エ
ベ
レ
ス
ト
初
見
参
で
あ
る
。

こ
の
日
は
ス
イ
ス
Ｂ
Ｃ（
５
１
５
０
ｍ
）

泊
。

マ
カ
ル
ー
Ｂ
Ｃ
到
着

11
月
２
日
ラ
ン
マ
レ
・
カ
ル
カ
～
３
日

マ
カ
ル
ー
Ｂ
Ｃ
～
４
日
ス
イ
ス
Ｂ
Ｃ
～

５
ー

６
日
シ
ェ
ル
パ
ニ
・
コ
ル
Ｂ
Ｃ
～

７
日
シ
ェ
ル
パ
ニ
・
コ
ル
下
～
８-

９

日
バ
ル
ン
ツ
ェ
Ｂ
Ｃ
～
10
日
ア
ン
プ
ラ

プ
ツ
ァ
Ｂ
Ｃ
～
11
日
イ
ム
ジ
ャ
湖
岸

11
月
２
日
、
３
５
５
７
ｍ
の
ヤ
ン
グ

リ
・
カ
ル
カ
を
出
発
し
て
、
マ
カ
ル
ー

Ｂ
Ｃ
へ
と
向
か
う
。
バ
ル
ン
渓
谷
を
遡

っ
て
い
く
が
、
マ
カ
ル
ー
Ｂ
Ｃ
ま
で
は

往
復
す
る
ト
レ
ッ
カ
ー
が
そ
れ
な
り
の

数
い
る
の
で
、
整
備
さ
れ
た
良
く
踏
ま

れ
た
道
で
あ
っ
た
。
欧
米
人
だ
け
で
な

く
、
ネ
パ
ー
ル
人
の
ト
レ
ッ
カ
ー
に
も

出
会
っ
た
。ネ
パ
ー
ル
人
に
も
ガ
イ
ド
・

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
働
く
だ
け
で
は
な
い

時
代
が
や
っ
て
来
て
い
る
。

こ
の
日
は
ラ
ン
マ
レ
・
カ
ル
カ
（
４

４
１
０
ｍ
）の
小
屋
に
宿
泊
。こ
の
小
屋

で
は
独
り
で
マ
カ
ル
ー
Ｂ
Ｃ
を
往
復
し

第
２
回
Ｇ
Ｈ
Ｔ
踏
査
レ
ポ
ー
ト〈
下
〉 

難
関
ス
リ
ー
・
コ
ル
越
え
ク
ー
ン
ブ
へ

吉
井　

修

第
２
回
Ｇ
Ｈ
Ｔ
も
い
よ
い
よ
ハ
イ
ラ
イ
ト
。
東
海
支
部
ゆ
か
り
の
マ
カ
ル
ー

Ｂ
Ｃ
を
訪
れ
た
後
に
は
、「
ス
リ
ー
・
コ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
難
関
、
６
０
０
０

ｍ
前
後
の
峠
越
え
が
待
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
１
名
が
リ
タ
イ
ア
し
た
が
、

３
名
の
隊
員
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ル
ー
ト
と
は
思
え
な
い
困
難
な
峠
の
登
下

降
を
ク
リ
ア
、
待
望
の
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
に
到
達
し
た
の
だ
っ
た
。
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き
、
荷
物
は
ロ
ー

プ
で
降
ろ
す
必
要

が
あ
る
」
と
の
情

報
が
も
た
ら
さ
れ

た
。７

日
は
８
時
過

ぎ
に
出
発
。
氷
河

を
右
手
か
ら
登
り
、

雪
上
に
出
た
所
で

ア
イ
ゼ
ン
を
装
着

し
た
。
後
は
広
い

雪
の
谷
を
前
方
の

鞍
部
目
指
し
て
登

っ
て
い
く
。
背
後

に
マ
カ
ル
ー
が

堂
々
た
る
姿
で
す

ば
ら
し
い
。
12
時

20
分
、
シ
ェ
ル
パ

ニ
・
コ
ル
下
に
到

着
。
こ
の
と
き
前

日
に
登
っ
て
き
た

イ
タ
リ
ア
隊
の
隊
員
ら
５
名
が
先
に
取

り
付
い
て
い
た
。
先
行
し
て
い
た
両
隊

の
ポ
ー
タ
ー
が
、
コ
ル
か
ら
の
荷
降
ろ

し
で
渋
滞
し
て
い
る
と
い
う
。

30
分
待
っ
て
出
発
。
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
に
セ
ル
フ
ビ
レ
イ
を
取
り
、
フ
ィ
ッ

ク
ス
ロ
ー
プ
に
ア
ッ
セ
ン
ダ
ー
を
装
着

し
て
登
っ
て
い
く
。
高
度
が
あ
る
の
で
、

セ
ル
フ
ビ
レ
イ
の
取
り
直
し
に
も
息
が

上
が
る
。
焦
る
な
焦
る
な
と
言
い
聞
か

せ
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
確
実
に
、
ゆ
っ

く
り
ゆ
っ
く
り
登
り
上
が
っ
た
。
13
時

30
分
、
シ
ェ
ル
パ
ニ
・
コ
ル
上（
６
１
８

０
ｍ
）に
立
つ
と
、そ
の
向
こ
う
に
チ
ャ

ム
ラ
ン（
７
３
２
１
ｍ
）や
バ
ル
ン
ツ
ェ

（
７
１
５
２
ｍ
）の
す
ば
ら
し
い
光
景
が

眼
に
入
っ
て
き
た
。
ウ
エ
ス
ト
・
コ
ル

に
続
く
広
い
雪
原
に
目
を
見
張
る
。

５
日
は
途
中

か
ら
バ
ル
ン
氷

河
を
離
れ
て
左

の
谷
へ
入
り
、

岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

の
山
腹
を
縫
っ

て
登
り
、
シ
ェ

ル
パ
ニ
・
コ
ル

Ｂ
Ｃ
（
５
６
８

８
ｍ
）
へ
入
っ

た
。
こ
の
日
は

高
度
の
せ
い
も

あ
っ
た
が
結
構

な
悪
路
で
、
相

当
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
要
し
た
。

１
日
休
む
こ
と

に
な
り
、
７
日

が
い
よ
い
よ
シ

ェ
ル
パ
ニ
・
コ

ル
越
え
と
決
ま

っ
た
。
６
日
の

休
養
日
、
キ
タ

ッ
プ
以
下
４
人

が
偵
察
に
出
た
。

「
シ
ェ
ル
パ
ニ
・

コ
ル
の
取
付
ま

で
フ
ィ
ッ
ク
ス

は
な
い
。
コ
ル

か
ら
下
り
る
と

マカルーをバックにシェルパニ・コルへ向かう
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所
で
、
コ
ル
そ
の
も
の
の
登
り
は
10
ｍ

ほ
ど
。
11
時
15
分
、
コ
ル
上
に
立
っ
た
。

下
り
は
懸
垂
下
降
。重
廣
さ
ん
が「
同
じ

よ
う
に
セ
ッ
ト
す
る
ん
だ
ぞ
。
丸
尾
さ

ん
に
も
伝
え
る
ん
だ
ぞ
」
と
言
い
つ
つ

先
行
さ
れ
た
。
徐
々
に
斜
度
は
緩
く
な

っ
た
が
、
50
ｍ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
３
本
を

懸
垂
下
降
で
下
り
た
。
最
後
に
斜
め
に

ビ
レ
イ
の
み
で
１
本
。
こ
れ
だ
け
の
距

離
を
懸
垂
下
降
で
下
り
る
の
は
実
は
初

め
て
の
こ
と
で
、
私
は
緊
張
感
で
胸
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ウ
エ
ス
ト
・
コ
ル
を
越
え

た
西
側
も
抜
群
の
絶
景
。
ア
マ
・
ダ
ブ

ラ
ム（
６
８
５
６
ｍ
）の

威
容
が
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
。
周
囲
の
絶
景
に

励
ま
さ
れ
つ
つ
頑
張
っ

て
下
っ
て
16
時
50
分
、

バ
ル
ン
ツ
ェ
Ｂ
Ｃ
（
５

４
３
５
ｍ
）
に
た
ど
り

着
い
た
。
バ
ル
ン
ツ
ェ

Ｂ
Ｃ
に
は
営
業
小
屋
が

あ
り
、
常
設
の
テ
ン
ト

も
張
ら
れ
て
い
た
。
私

た
ち
は
自
分
の
テ
ン
ト

に
泊
ま
っ
た
が
、
食
事

は
小
屋
の
ダ
イ
ニ
ン

グ
・
テ
ン
ト
で
、
小
屋

の
も
の
を
オ
ー
ダ
ー
し

て
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

藤
井
さ
ん
の
消
耗
が
激
し
く
、
夕
食

時
、
明
朝
起
き
て
行
動
す
る
こ
と
が
難

し
い
よ
う
な
ら
、
救
助
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ

と
に
決
ま
る
。
明
日
を
休
養
日
と
す
る

選
択
も
あ
る
の
で
は
、
と
思
え
た
が
、

「
こ
の
高
度
で
１
日
休
養
し
て
良
く
な

っ
た
試
し
は
な
い
。
明
朝
動
け
な
い
よ

う
な
ら
、
一
刻
も
早
く
下
り
る
の
が
得

策
」と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
。

結
果
、
翌
９
日
は
朝
か
ら
衛
星
電
話

を
通
じ
て
救
助
ヘ
リ
を
手
配
、
歩
き
始

め
て
32
日
目
、
藤
井
さ
ん
は
先
に
カ
ト

マ
ン
ズ
へ
向
か
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の

日
の
未
明
、
シ
ェ
ル
パ
ニ
・
コ
ル
で
先

行
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
隊
の
30
歳
台
の

ポ
ー
タ
ー
が
、
心
臓
発
作
で
亡
く
な
る

と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。
や

は
り
６
０
０
０
ｍ
の
世
界
、
一
つ
間
違

え
ば
、何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。こ

の
日
は
藤
井
さ
ん
の
リ
タ
イ
ア
と
、
イ

タ
リ
ア
隊
の
遺
体
収
容
の
た
め
２
台
の

ヘ
リ
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
、
停
滞
日

と
な
っ
た
。

最
後
の
難
関
ア
ン
プ
ラ
プ
ツ
ァ

翌
10
日
か
ら
は
３
人
で
の
行
動
。
ア

ン
プ
ラ
プ
ツ
ァ
Ｂ
Ｃ
ま
で
は
氷
河
を
下

り
、
美
し
い
ポ
カ
リ（
池
）の
ほ
と
り
を

歩
く
、
な
か
な
か
の
景
色
の
行
程
。
ア

両
隊
の
荷
降
ろ
し
で
渋
滞
し
て
い
て
、

コ
ル
上
に
１
時
間
20
分
も
い
た
。
コ
ル

の
下
り
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
伝
い
に
、

ビ
レ
イ
だ
け
で
な
ん
と
か
下
り
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
荷
降
ろ
し
の
苦
労
が
あ

り
、
ス
リ
ー
・
コ
ル
の
中
で
最
も
通
過

に
時
間
を
要
し
た
。
全
員
が
コ
ル
か
ら

下
り
た
の
は
も
う
16
時
30
分
。
す
ぐ
コ

ル
下
に
テ
ン
ト
を
設
営
。
急
激
に
寒
く

な
り
、
逃
げ
込
む
よ
う
に
テ
ン
ト
に
入

っ
た
の
は
17
時
30
分
で
あ
っ
た
。

残
念
、
１
名
が
リ
タ
イ
ア

翌
８
日
は
ウ
エ
ス
ト
・
コ
ル
越
え
。

９
時
30
分
、
テ
ン
ト
場
か
ら
10
ｍ
ほ
ど

登
る
と
、
そ
こ
は
広
大
な
雪
原
。
こ
こ

は
全
行
程
中
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
も
言
え

る
場
所
。
背
後
に
越
え
て
き
た
シ
ェ
ル

パ
ニ
・
コ
ル
と
マ
カ
ル
ー
、
右
手
に
バ

ル
ン
ツ
ェ
、
左
後
ろ
に
チ
ャ
ム
ラ
ン
と

い
う
絶
景
。
ま
さ
に
空
中
散
歩
の
感
で
、

私
は
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
歩
い
た
。

し
か
し
、
昨
日
の
６
０
０
０
ｍ
を
越
え

る
シ
ェ
ル
パ
ニ
・
コ
ル
の
登
降
で
消
耗

さ
れ
た
の
か
、
最
後
尾
の
藤
井
さ
ん
の

歩
み
が
遅
い
。

ウ
エ
ス
ト
・
コ
ル（
６
１
９
０
ｍ
）は

雪
原
か
ら
一
段
低
い
よ
う
に
も
見
え
る

通過に時間を要したシェルパニ・コル

トラバース中のハイライトだったウエスト・コル
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パ
ク
デ
ィ
ン
～
16
日
パ
イ
ヤ
～
17
日
カ

ー
レ
と
ブ
ク
サ
の
間
か
ら
ジ
ー
プ

ア
ン
プ
ラ
プ
ツ
ァ
を
越
え
て
か
ら
も

長
か
っ
た
が
、
途
中
で
１
泊
テ
ン
ト
泊
。

12
日
、
チ
ュ
ク
ン
を
経
て
エ
ベ
レ
ス
ト

街
道
の
デ
ィ
ン
ボ
チ
ェ（
４
４
１
０
ｍ
）

ま
で
下
り
た
。
チ
ュ
ク
ン
の
手
前
、
ア

イ
ラ
ン
ド
・
ピ
ー
ク
か
ら
戻
っ
て
く
る

道
と
合
流
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
世
界

の
ト
レ
ッ
カ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。
チ
ュ
ク

ン
で
は
ウ
ク
レ
レ
を
奏
で
る
西
欧
女
性

に
目
を
奪
わ
れ
た
。

後
は
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
。
重
廣
さ
ん

が
昔
の
面
影
全
く
な
し
、
と
言
わ
れ
る

賑
わ
い
ぶ
り
。
私
も
ち
ょ
っ
と
び
っ
く

り
。
山
小
屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並

び
、
空
に
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
ヘ
リ
が

飛
ぶ
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
お
び
た
だ
し
い
物
資
が
、
ヤ
ク
や
ロ

バ
に
担
が
れ
て
登
っ
て
い
く
。
疲
れ
た

体
で
は
あ
っ
た
が
、
安
全
な
道
と
い
う

こ
と
で
ゆ
っ
く
り
下
っ
た
。
ル
ク
ラ
か

ら
の
空
の
便
は
避
け
て
、
ジ
ー
プ
に
乗

れ
る
所
ま
で
下
っ
て
、「
カ
ト
マ
ン
ズ

の
男
」と
な
っ
た
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
感
謝

長
い
山
旅
を
完
遂
す
る
に
は
、
怪
我

や
故
障
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
第
一
で

あ
る
。
前
回
の
第
１
回
Ｇ
Ｈ
Ｔ
で
、
私

は
重
廣
隊
長
が
40
日
間
に
わ
た
る
歩
行

の
中
で
、
尻
も
ち
は
お
ろ
か
一
度
も
手

を
つ
か
れ
る
の
を
見
な
か
っ
た
こ
と
に

驚
い
た
。
私
な
ぞ
は
１
日
に
１
回
や
そ

こ
ら
は
手
を
つ
い
て
し
ま
う
。今
回
、私

は
勝
負
に
な
る
ス
リ
ー
・
コ
ル
越
え
の

前
、マ
カ
ル
ー
Ｂ
Ｃ（
計
画
で
は
歩
行
28

日
目
、実
際
に
は
26
日
目
に
到
着
）ま
で

の
道
の
り
を
、
と
に
か
く
怪
我
な
く
着

実
に
歩
く
こ
と
を
第
一
の
目
標
と
し
た
。

元
の
勤
務
先
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
会
の

仲
間
が
、餞
別
に
八や

咫た

烏が
ら
す（

ち
ょ
う
ど
Ｗ

杯
カ
タ
ー
ル
大
会
の
年
で
も
あ
っ
た
）

の
シ
ュ
ー
ズ
・
プ
レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
れ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

靴
紐
に
通
し
て
靴
の
前
部
に
着
け
た
こ

の
お
守
り
は
、
足
を
踏
み
出
す
た
び
に

目
に
入
り
、
一
歩
一
歩
、
慎
重
に
行
け

慎
重
に
行
け
と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
結
果
と
し
て
は
、
40
日
間
歩

い
て
手
を
つ
い
た
の
は
３
回
、
う
ち
１

回
が
尻
も
ち
で
あ
っ
た
。

急
激
な
円
安
や
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
人

件
費
や
物
価
高
騰
で
隊
の
経
費
が
か
さ

む
な
か
、
本
会
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
支
援（
寄
付
）を
賜
っ
た
。
最

後
に
、
今
回
も
多
く
の
山
仲
間
の
応
援

に
支
え
ら
れ
て
の
Ｇ
Ｈ
Ｔ
で
あ
っ
た
こ

と
を
記
し
て
、
御
礼
と
し
た
い
。

ン
プ
ラ
プ
ツ
ァ
は
最
難
関
と
の
認
識
だ

っ
た
が
、
メ
ラ
・
ピ
ー
ク
と
ア
イ
ラ
ン

ド
・
ピ
ー
ク
の
２
峰
を
一
気
に
登
る
意

欲
的
な
ト
レ
ッ
カ
ー
が
通
過
す
る
と
い

う
。
前
２
つ
の
コ
ル
に
比
べ
通
過
者
が

多
い
の
で
大
丈
夫
だ
、
と
ラ
ム
カ
ジ
が

言
う
。
何
よ
り
も
ア
ン
プ
ラ
プ
ツ
ァ
を

越
え
た
ら
、
後
は
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
ま

で
駆
け
下
る
の
み
、
安
全
圏
に
逃
げ
込

め
る
。
そ
う
思
う
と
明
日
が
待
ち
遠
し

か
っ
た
。ア
ン
プ
ラ
プ
ツ
ァ
Ｂ
Ｃ（
５
５

２
７
ｍ
）に
も
営
業
小
屋
が
あ
っ
た
。

11
日
８
時
30
分
、
Ｂ
Ｃ
を
出
発
。
コ

ル
を
目
指
し
て
、
と
に
か
く
一
歩
一
歩

登
る
。
コ
ル
の
登
り
と
し
て
は
一
番
し

ん
ど
い
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
が
張
ら

れ
た
岩
を
ア
ッ
セ
ン
ダ
ー
で
強
引
に
よ

じ
登
る
と
、雪
が
出
て
き
た
。11
時
20
分
、

ア
イ
ゼ
ン
装
着
。
装
着
し
て
か
ら
懸
垂

氷
河
を
横
に
30
分
ほ
ど
登
る
と
、
ア
ン

プ
ラ
プ
ツ
ァ
（
５
８
４
５
ｍ
）
で
あ
っ

た
。休
ま
ず
に
早
速
下
り
に
か
か
る
。眼

の
前
に
バ
ル
ン
ツ
ェ
、
そ
れ
に
続
く
尾

根
が
ぐ
ぐ
っ
と
弓
な
り
に
下
が
っ
て
い

る
。そ
の
横
を
急
激
に
下
り
て
い
く
。少

し
下
っ
て
懸
垂
下
降
。
最
後
の
１
本
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
ど
れ
よ
り
も

傾
斜
が
き
つ
い
。
重
廣
さ
ん
が
下
り
ら

れ
る
の
を
待
っ
て
次
が
私
。
ま
っ
す
ぐ

下
り
る
と
、
少
し
ハ
ン
グ
し
て
宙
に
浮

い
て
し
ま
う
。「
重
廣
さ
ー
ん
、ど
こ
を

下
り
ら
れ
ま
し
た
か
」と
叫
び
な
が
ら
、

や
や
左
寄
り
に
下
り
て
な
ん
と
か
着
地

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
あ
、
助
か
っ

た
、
も
う
大
丈
夫
な
ん
だ
、
と
安
堵
感

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
通
過
者
は
多

い
と
い
う
も
の
の
、
や
は
り
ア
ン
プ
ラ

プ
ツ
ァ
は
最
後
に
し
て
一
番
の
難
関
。

「
こ
れ
は
ト

レ
ッ
キ
ン

グ
・
ル
ー
ト

と
は
言
わ
ん

な
ぁ
」
と
言

い
合
っ
た
。

12
ー

13
日
デ

ィ
ン
ボ
チ
ェ

～
14
日
ラ
ウ

サ
サ
～
15
日

トレッキング・ルートとは思えないアンプラプ
ツァの下り



山　934−２０２3・3・２０

■5

一
方
で
、
山
岳
地
域
を
利
用
す
る
観
光

も
大
き
く
発
展
し
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
山

麓
チ
ベ
ッ
ト
側
の
ロ
ン
ブ
ク
氷
河
の
観

測
結
果
や
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
取
り
巻

く
ガ
イ
ド
た
ち
の
シ
ス
テ
ム
の
発
展
な

ど
の
報
告
も
あ
っ
た
。

竹
内
洋
岳
さ
ん
は
30
年
間
ネ
パ
ー
ル

に
通
い
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
続
け
て
き

た
中
で
感
じ
た
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

一
つ
は
、
気
候
変
動
で
８
０
０
０
ｍ
峰

の
登
頂
日
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
や
氷
河

の
後
退
な
ど
、
登
山
を
取
り
巻
く
自
然

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
。さ
ら
に
は
、ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ガ
イ
ド

役
だ
っ
た
シ
ェ
ル
パ
が
、
今
や
自
国
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
自
分
自
身
の
登
山
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
個
人
的

な
経
験
の
中
か
ら
、
30
年
前
は
キ
ッ
チ

ン
ボ
ー
イ
だ
っ
た
人
物
が
、
今
や
８
０

０
０
ｍ
峰
登
山
の
サ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
、

と
感
慨
深
げ
に
語
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
は
、
通
り
一
遍
の

観
光
や
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
登
山
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
氷
河
の
後

退
な
ど
気
候
変
動
に
よ
っ
て
環
境
が
変

化
し
た
現
場
を
訪
れ
る
、
エ
コ
ツ
ア
ー

の
よ
う
な
も
の
も
考
え
て
い
き
た
い
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
も
発
表
さ
れ
た
。

さ
て
、
私
た
ち
が
取
材
先
に
選
ん
だ

の
は
、
チ
ト
ワ
ン
国
立
公
園
と
ポ
カ
ラ

近
郊
の
ベ
グ
ナ
ス
湖
な
ど
だ
っ
た
。
チ

ト
ワ
ン
で
は
サ
フ
ァ
リ
を
通
じ
て
タ
ラ

イ
平
原
の
自
然
を
見
聞
。
ポ
カ
ラ
界
隈

で
唯
一
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
乗
り
入
れ

の
な
い
ベ
グ
ナ
ス
湖
で
、
マ
ナ
ス
ル
や

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
を
仰
ぎ
な
が
ら
釣

り
を
し
た
。
竹
内
さ
ん
は
９
年
前
の
訪

問
に
続
き
、「
神
の
魚
」と
も
言
わ
れ
る

巨
大
魚
・
サ
ハ
ー
ル
を
釣
り
上
げ
た
。

日
本
人
に
と
っ
て
ネ
パ
ー
ル
は
「
登

山
を
す
る
人
が
行
く
国
」「
楽
し
み
は

登
山
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
と
思
わ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト
山
頂
か
ら

標
高
50
ｍ
程
度
ま
で
の
標
高
差
が
あ
り
、

植
物
は
垂
直
分
布
す
る
国
だ
。
標
高
ご

と
に
生
息
す
る
動
物
も
異
な
る
。
ヒ
マ

ラ
ヤ
を
源
と
す
る
水
が
中
級
山
岳
地
帯

か
ら
タ
ラ
イ
平
原
へ
と
流
れ
込
み
、
肥

沃
な
土
地
を
造
っ
て
い
る
。
チ
ト
ワ
ン

で
は
そ
の
豊
か
な
自
然
を
味
わ
っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
実
感
す
る
に
は
必
ず
し

も
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
は
限
ら
ず
、

ほ
か
の
土
地
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
恵
み
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ネ
パ

ー
ル
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
音
楽
や

絵
画
、
踊
り
や
食
事
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
経
験
す

る
の
も
楽
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
ネ
パ
ー

ル
観
光
が
、
一
層
幅
広
く
多
様
な
も
の

に
な
っ
て
い
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

C
O

N
FER

EN
C

E

山
岳
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
会
議

と
ネ
パ
ー
ル
観
光

文
・
柏
澄
子　

写
真
・
柏
倉
陽
介

昨
年
11
月
中
旬
か
ら
約
３
週
間
、
ネ

パ
ー
ル
を
訪
問
し
た
。
目
的
は
、
ネ
パ

ー
ル
観
光
局
が
主
管
す
る
国
際
会
議

「
山
岳
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開

発
」（
12
月
１
～
３
日
）
へ
の
出
席
と
、

国
内
の
観
光
地
を
回
っ
て
ネ
パ
ー
ル
の

魅
力
を
日
本
人
に
伝
え
、
日
本
人
の
ネ

パ
ー
ル
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
取
材

だ
っ
た
。
写
真
家
の
柏
倉
陽
介
さ
ん
と

プ
ロ
登
山
家
の
竹
内
洋
岳
さ
ん
を
お
誘

い
し
、
３
人
の
旅
が
始
ま
っ
た
。

国
際
会
議
は
、
２
０
０
２
年
の
国
際

山
岳
年
か
ら
20
年
目
を
期
し
て
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
に
続
き
12
月

に
は
、
全
国
山
の
日
協
議
会
が
主
催
す

る
「
国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
20
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
in
黒
部
」も
開
か
れ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
で
の
会
議
に
は
、
お
よ
そ

１
０
０
人
が
出
席
。
加
え
て
リ
モ
ー
ト

の
発
表
や
参
加
も
多
か
っ
た
。
こ
の
20

年
間
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
山
岳
地
域

の
自
然
環
境
の
変
化
は
大
き
く
、
こ
と

ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
氷
河
の
後
退

が
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

会議の行なわれたカトマンズ郊外のチャンドラギリ・ホテル
からは、ヒマラヤの峰々が遠望できた

会議ではプロ登山家の竹内洋岳さんも講演した
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の
穂
高
を
目
指
し
た
こ
と
が
あ
る
。
上

高
地
か
ら
横
尾
、
涸
沢
へ
の
夏
道
通
し

に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
上

高
地
ま
で
入
っ
た
も
の
の
、
そ
の
年
に

限
り
連
日
の
猛
吹
雪
。
結
局
１
週
間
の

籠
城
で
出
直
し
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
３
つ
の
収
穫
が
あ
っ
た
。

第
一
、
通
常
な
ら
た
め
ら
う
よ
う
な

気
象
条
件
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岩
橋

君
が
機
材
一
式
を
背
負
っ
て
毎
日
出
か

け
て
い
た
こ
と
。

第
二
、
初
対
面
は
無
口
な
男
と
い
う

印
象
だ
っ
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
無
口

な
こ
と
。写
真
家
は
単
独
行
が
多
い
。微

妙
な
自
然
現
象
の
変
化
を
受
け
止
め
る

神
経
の
集
中
力
を
緩
め
な
い
方
が
良
い
。

無
口
と
は
そ
ん
な
習
性
の
表
現
だ
。

第
三
点
、
子
細
は
覚
え
て
は
い
な
い

が
、
あ
れ
こ
れ
と
気
の
回
る
こ
と
。

私
は
猛
吹
雪
の
中
と
う
と
う
外
へ
出

な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

後
日
、「
あ
の
と
き
の
収
穫
は
」と
聞

い
た
と
き
、
暗
い
背
景
に
無
数
の
白
い

斜
線
が
写
る
フ
ィ
ル
ム
を
見
せ
て
く
れ

た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
レ
ン
ズ
を
替
え
て

撮
影
し
た
テ
ス
ト
フ
ィ
ル
ム
だ
っ
た
。

結
果
は
判
っ
て
い
て
も
、
念
に
は
念

を
入
れ
る
態
度
に
感
心
し
た
。
こ
の
男

の
い
る
限
り
、
山
岳
写
真
は
末
広
が
り

に
良
く
な
る
に
違
い
な
い
。
山
下
君
は

良
い
弟
子
を
持
っ
た
、
と
思
っ
た
。

当
時
、
集
団
に
は
日
本
全
国
の
名
山

を
個
人
作
品
と
し
て
集
大
成
す
る
大
胆

な
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
。
新
人
の
彼
は
北

海
道
全
域
、
同
じ
新
人
の
石
橋
睦
美
君

は
東
北
全
域
と
い
う
途
方
も
な
い
も
の

だ
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
彼
ら
は
黙
々
６

年
か
け
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
た

と
思
う
。
し
か
し
、
出
版
担
当
者
の
ミ

ス
で
ま
と
め
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

そ
ん
な
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
い
い
仲

間
た
ち
に
守
ら
れ
な
が
ら
の
『T

H
E

 
R

O
C

K
IE

S
 

ア
ラ
ス
カ
か
ら
メ
キ
シ

コ
ま
で
』と
い
う
大
仕
事
や
、『
ア
ル
プ

ス
大
縦
走
』『
黒
部
渓
谷
』『
白
頭
山
』な

ど
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な 

山
岳
写
真
の

成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
。
人
格
も
大
き

く
育
っ
て
、
ど
ん
な
華
麗
な
人
生
最
後

の
集
大
成
を
見
せ
る
か
、
と
期
待
し
て

い
た
の
に
突
然
の
訃
報
と
は
…
…
。
巨

星
落
つ
、
と
い
う
想
い
で
言
葉
も
な
い
。

岩
橋
崇
至
こ
そ
山
岳
写
真
の
本
物
の
プ

ロ
で
あ
っ
た
。
人
柄
と
い
い
作
品
と
い

い
、
私
は
脱
帽
す
る
。

「
人
を
取
り
除
け
て
な
お
あ
と
に
価
値

の
あ
る
も
の
は
、
作
品
を
取
除
け
て
な

お
あ
と
に
価
値
の
あ
る
人
間
に
よ
っ
て

作
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。」

大
好
き
な
辻
ま
こ
と
さ
ん
の
言
葉
で

見
送
り
た
い
。

山
岳
写
真
家　

岩
橋
崇
至 

を
悼
む

三
宅　

修

岩
橋
崇
至
君
は
１
９
４
４
年
生
ま
れ

で
、
私
よ
り
ひ
と
回
り
若
い
。
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
だ
か
ら
心
身
と
も
に
健

康
な
上
、
父
親
が
日
本
画
家
・
岩
橋
英

遠
と
い
う 

美
的
感
覚
に
恵
ま
れ
た
家

庭
に
育
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
の
こ
ろ
山
に
の
め
り

込
ん
だ
。
そ
れ
は
、
や
が
て
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
隊
の
隊
長
ま
で
務
め
る
ほ
ど
の
熱

量
で
あ
っ
た
。
山
の
感
動
を
映
像
に
残

そ
う
と
、
慶
應
卒
業
後
、
日
大
芸
術
学

部
で
写
真
の
基
礎
か
ら
学
ぶ
と
い
う
徹

底
ぶ
り
。
そ
の
日
大
時
代
、
山
と
溪
谷

社
の
元
編
集
者
で
山
岳
写
真
家
、
し
か

も
同
じ
慶
應
の
先
輩
と
い
う
山
下
喜
一

郎
と
出
会
い
、
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
不
思
議
な
縁
。

戦
後
の
混
乱
が
一
段
落
し
た
こ
ろ
、

マ
ナ
ス
ル
登
頂
で
日
本
の
山
も
に
ぎ
わ

い
始
め
、
山
岳
写
真
を
目
指
す
若
者
た

ち
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
の
が
山
岳
写
真
の
プ
ロ
を

目
指
す
日
本
山
岳
写
真
集
団
で
あ
る
。

初
代
会
長
は
私
で
あ
っ
た
。
そ
の
集
団

に
岩
橋
君
が
加
わ
っ
た
の
は
草
創
期
。

彼
と
は
挨
拶
代
わ
り
に
一
度
だ
け
冬

岩橋崇至（いわはし・たかし）
会員番号9374　
1944年 東京都世田谷区に生まれる。

日本画家・岩橋英遠の三男
1967年 慶應義塾大学商学部を卒

業。引き続き日本大学芸
術学部写真学科を卒業

1970年 フリーの写真家として独立
1978年 慶應アルペンフェライン山

岳会隊でコンデ・リ初登頂
2000～01年「新世界を開く世界10人の

山の写真家展」に日本から
ただ１人選ばれる

2022年11月28日　逝去、享年78
写真集は『谷川岳』『北ぐにの山々』

『黒部渓谷』『THE ROKKIES』『白
頭山』『北アルプス大百科』など多数

　
　

O B I T U A R Y

追

　
　悼



山　934−２０２3・3・２０

■7

南
壁
で
あ
る
。
ア
コ
ン
カ
グ
ア
隊
で
は
、

こ
の
と
き
は
須
賀
太
郎
・
初
代
支
部
長

か
ら
後
を
引
き
継
ぎ
、
第
２
代
支
部
長

の
か
た
わ
ら
、
自
ら
副
隊
長
と
な
っ
て

隊
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
、マ

カ
ル
ー
の
許
可
取
得
交
渉
に
単
身
カ
ト

マ
ン
ズ
に
乗
り
込
む
な
ど
、
ま
さ
に
八

面
六
臂
の
大
活
躍
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
石
原
さ
ん
に
突
然

支
部
と
の
別
れ
の
時
が
や
っ
て
来
る
。

そ
の
訳
は
、
ご
尊
父
が
若
く
し
て
急
逝

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
家
は
、
福
岡

の
直
方
で
化
粧
品
や
雑
貨
の
製
造
販
売

業
を
手
広
く
営
ん
で
い
て
、
石
原
さ
ん

は
後
継
ぎ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
は
実
家
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
だ
が
、
こ
ん
な
に
早
く
そ
の

時
期
が
や
っ
て
来
よ
う
と
は
、
想
定
外

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
支
部
と
し
て
も

痛
か
っ
た
が
、
石
原
さ
ん
と
し
て
も
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
の
東
海
支
部
と

の
別
離
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

石
原
さ
ん
の
退
い
た
後
は
、
中
世
古

隆
司
さ
ん
、
沖
允
人
さ
ん
、
原
真
さ
ん

ら
が
中
心
と
な
っ
て
支
部
運
営
に
当
た

っ
た
。
ち
な
み
に
湯
浅
道
男
さ
ん
や
筆

者
は
、
ま
だ
新
参
者
の
支
部
員
で
、
活

躍
の
場
は
も
う
少
し
後
に
な
る
。

こ
の
石
原
さ
ん
、
福
岡
に
戻
ら
れ
て

も
東
海
支
部
を
離
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

お
亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
支
部
員
と
し

て
、
支
部
の
主
要
な
行
事
に
は
必
ず
出

席
さ
れ
、
支
部
運
営
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
の
ほ
か
、
何
く
れ
と
な
く
お
気
遣

い
い
た
だ
い
て
い
た
。
昨
年
６
月
の
東

海
支
部
60
周
年
の
記
念
集
会
に
も
参
加

の
ご
意
向
だ
っ
た
が
、
高
齢
と
い
う
こ

と
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
心
配

さ
れ
、
急
遽
取
り
や
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
た
っ
た
半
年
余
り
で
の
訃

報
で
あ
る
。そ
れ
が
判
っ
て
い
れ
ば
、無

理
矢
理
に
で
も
ご
参
加
を
要
請
し
た
も

の
を
。
今
と
な
っ
て
は
、
実
に
残
念
で

仕
方
が
な
い
。き
っ
と
石
原
さ
ん
も
、黄

泉
の
国
で
そ
れ
を
悔
い
て
お
ら
れ
る
に

違
い
な
い
。
今
は
た
だ
、
石
原
さ
ん
の

霊
安
ら
か
な
れ
と
祈
る
の
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
拙
稿
の
中
で
ナ
イ

ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
に
触
れ
た
が
、「
石

原
國
利
」と
聞
い
て
、実
は
石
原
さ
ん
が

こ
の
事
件
の
張
本
人
で
あ
っ
た
と
気
付

い
た
人
は
、
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ

の
事
件
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
井
上
靖
が

小
説『
氷
壁
』を
著
し
て
い
る
が
、
こ
の

中
の
主
人
公
・
魚
津
恭
太
の
モ
デ
ル
こ

そ
、
石
原
國
利
さ
ん
そ
の
人
な
の
で
あ

る
。
こ
の
機
会
に
今
一
度『
氷
壁
』を
読

み
返
さ
れ
て
、
故
人
を
偲
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

 

（
東
海
支
部
常
任
評
議
員
）

石
原
國
利
さ
ん
追
悼

尾
上　

昇

東
海
支
部
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
ま
た
一

人
旅
立
っ
た
。
石
原
國
利
さ
ん
で
あ
る
。

本
年
１
月
29
日
、
享
年
94
、
大
往
生
で

あ
る
。

東
海
支
部
は
、
昭
和
36（
１
９
６
１
）

年
５
月
、
石
岡
繁
雄
さ
ん
を
中
心
に
し

て
設
立
さ
れ
た
。
石
原
さ
ん
は
、
石
岡

さ
ん
の
愛
弟
子
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

石
岡
さ
ん
と
と
も
に
支
部
の
設
立
に
奔

走
し
て
い
る
。
設
立
後
も
、
多
忙
な
石

岡
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
当
初
か
ら
常
務

委
員
と
し
て
支
部
運
営
の
中
心
を
担
っ

て
い
た
。

石
岡
さ
ん
は
、
周
知
の
と
お
り
戦
後

日
本
の
登
山
界
の
復
興
に
多
大
な
功
績

を
残
し
た
人
で
あ
る
。
屏
風
岩
の
初
登

攀
、
地
方
の
一
高
校
の
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

を
ル
ー
ツ
と
す
る「
岩
稜
会
」を
日
本
有

数
の
山
岳
会
に
育
て
上
げ
、
一
方
で
写

真
集『
穂
高
の
岩
場
』を
刊
行
、
そ
し
て

東
海
支
部
の
設
立
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

岩
稜
会
の
山
行
で
起
き
た
ナ
イ
ロ
ン
・

ザ
イ
ル
事
件
で
ザ
イ
ル
の
切
断
の
原
因

究
明
に
心
血
を
注
ぎ
、
社
会
問
題
に
ま

で
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
の
ち
の
ち
ま

で
の
語
り
種ぐ

さ

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
岩
稜
会
の
一
員
で
あ
っ
た
石
原

さ
ん
、
登
攀
歴
も
な
か
な
か
な
も
の
で

あ
る
。
岩
稜
会
は
活
動
の
場
が
穂
高
中

心
で
あ
っ
た
が
、
石
原
さ
ん
は
、
余
り

注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
神
岳
の
岩

場
に
着
目
、
こ
の
開
拓
に
力
を
注
い
で

い
る
。
な
か
で
も
困
難
視
さ
れ
て
い
た

５
峰
赤
壁
の
中
央
ル
ー
ト
に
、
そ
れ
ぞ

れ
１
９
６
０
年
と
61
年
に
無
雪
期
と
積

雪
期
の
初
登
攀
を
記
録
し
て
い
る
。

ま
た
、
海
外
に
も
足
跡
を
残
し
て
い

る
。
60
年
春
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー

ル
の
ビ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク（
レ

ン
ポ
・
ガ
ン
）
と
66
年
の
東
海
支
部
最

初
の
海
外
遠
征
、
南
米
ア
コ
ン
カ
グ
ア

石原國利（いしはら・くにとし）
会員番号5180　
1930年 福岡県直方市に生まれる
1948年 中央大学入学と同時に岩稜

会に入会
1955年1 月2日、前穂高岳・東壁で遭

難（ナイロン・ザイル事件）
1960年 全日本山岳連盟のビッグ・ホ

ワイト・ピーク登山隊に参加
1961年 明神岳5峰赤壁冬期初登攀
同年5月 東海支部設立、常務委員就任
1965年5月　東海支部長就任
1966年 東海支部のアコンカグア南

壁隊副隊長を務める
1967年　父君の逝去により直方市へ

帰省
2023年1月29日　逝去、享年94
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て
、
積
雪
が
十
分
な
時
期
に
出
発
を
合

わ
せ
、
技
術
的
に
難
易
度
が
高
い
山
域

を
後
回
し
に
し
て
南
下
す
る
ル
ー
ト
を

選
ん
だ
。

そ
れ
で
も
最
大
45
㎏
の
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
の
踏
破
は
厳
し
く
、
強
風
や
降

雪
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
な
ど
、
縦
断
は

苛
酷
を
極
め
た
。
あ
ら
か
じ
め
５
ヶ
所

の
避
難
小
屋
に
食
料
を
デ
ポ
し
た
が
、

途
中
、
ネ
ズ
ミ
に
か
じ
ら
れ
る
な
ど
予

期
せ
ぬ
事
態
に
遭
遇
、
困
難
を
回
避
し

な
が
ら
ル
ー
ト
を
延
ば
し
た
と
い
う
。

極
地
探
検
を
参
考
に
し
て
食
糧
計
画
を

練
っ
た
と
い
う
が
、
１
日
３
５
０
０
㎉

を
摂
取
し
な
が
ら
進
む
縦
走
は
、
並
大

抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

「
せ
っ
か
く
北
大
に
入
学
し
た
ん
だ
か

ら
、
北
海
道
ら
い
し
い
こ
と
を
や
り
た

か
っ
た
で
す
ね
」

そ
う
野
村
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

発
端
と
な
っ
た
の
は
30
年
前
の
書
籍
、

『
北
の
分
水
嶺
を
歩
く
』（
１
９
９
４
年
、

山
と
溪
谷
社
）の
著
者
、工
藤
英
一
氏
の

「
あ
と
が
き
」の
言
葉
だ
っ
た
。
し
か
も

野
村
さ
ん
は
こ
の
年
の
生
ま
れ
で
、
因

縁
め
い
た
も
の
さ
え
感
じ
て
し
ま
う
。

「
い
つ
の
日
か
誰
か
に
、
人
並
は
ず
れ

た
艱
難
辛
苦
に
耐
え
る
精
神
力
と
強
靭

な
体
力
の
持
ち
主
に
、
挑
戦
し
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
。（
中
略
）こ
れ
か
ら
の

若
き
岳
人
に
期
待
し
て
い
る
」と
。そ
の

期
待
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
野
村
さ
ん

は
単
独
で
挑
戦
、
踏
破
に
成
功
し
た
。

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
３
月
31
日
、
大

雪
山
系
の
沼
ノ
原
は
快
晴
の
朝
を
迎
え

て
い
た
。
こ
れ
以
上
な
い
雄
大
な
雪
原

の
中
に
野
村
さ
ん
は
い
た
。
折
か
ら
取

材
で
飛
ん
で
来
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
空
撮
映
像

の
中
で
、
野
村
さ
ん
の
言
葉
が
全
て
を

物
語
っ
て
い
る
。

「
２
ヶ
月
、
と
て
も
長
か
っ
た
。
と
て

も
充
実
し
て
い
た
。
こ
ん
な
に
も
濃
い

２
ヶ
月
は
今
後
の
人
生
に
も
も
う
訪
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
辛
い
こ
と
が
90

％
以
上
だ
っ
た
け
れ
ど
、
残
り
の
10
％

が
補
っ
て
余
っ
て
溢
れ
る
ほ
ど
に
幸
せ

に
満
ち
足
り
て
い
た
」

あ
の
一
瞬
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
労

苦
が
報
わ
れ
る
…
…
。
登
山
や
冒
険
は
、

そ
の
感
動
が
あ
る
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
。

厳
し
い
行
動
の
連
続
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

テ
ン
ト
の
中
で
ほ
っ
と
ひ
と
息
、「
山

に
感
じ
る
幸
せ
」
を
実
感
で
き
た
と
い

う
野
村
さ
ん
。

今
年
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
峰
ジ
ャ

ル
キ
ャ
・
ヒ
マ
ー
ル（
６
４
７
３
ｍ
）を

目
指
す
と
い
う
。
植
村
が
い
つ
も
目
指

し
た「
新
た
な
挑
戦
」に
、
２
世
代
若
い

野
村
さ
ん
が
続
く
。

�

（『
山
岳
』編
集
長
・
神
長
幹
雄
）

N
EW
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植
村
直
己
冒
険
賞
は「
北
海
道
分
水
嶺
積
雪
期

単
独
縦
断
」の
野
村
良
太
さ
ん
に

今
年
27
回
目
を
迎
え
た
「
植
村
直
己

冒
険
賞
」は
、「
北
海
道
分
水
嶺
積
雪
期

単
独
縦
断
」
を
成
し
遂
げ
た
野
村
良
太

さ
ん（
28
歳
）に
決
ま
っ
た
。
植
村
直
己

が
冬
の
デ
ナ
リ
に
逝
っ
た
の
は
１
９
８

４
年
の
２
月
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
10
年

後
の
94
年
に
野
村
さ
ん
は
生
ま
れ
た
。

発
表
記
者
会
見
は
２
月
６
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
行
な
わ
れ
、
同

時
に
植
村
の
母
校
で
あ
る
豊
岡
の
小
学

校
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
表
が
あ
っ
た
。

主
催
者
の
関か

ん

貫ぬ
き

久
仁
郎
・
豊
岡
市
長
が

挨
拶
、
選
考
の
経
緯
は
選
考
委
員
の
一

人
で
あ
る
、
冒
険
家
で
医
師
の
関
野
吉

晴
氏
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
ず
受
賞

者
の
若
さ
と
、
冒
険
賞
が
初
め
て
海
外

で
は
な
く
国
内
の
冒
険
だ
っ
た
点
が
評

価
さ
れ
た
。
続
い
て
野
村
さ
ん
が
紹
介

さ
れ
た
。

「
本
当
に
僕
で
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」

本
人
か
ら
戸
惑
い
と
受
賞
の
喜
び
が

率
直
に
語
ら
れ
た
。
謙
虚
で
飾
ら
な
い

人
柄
が
好
印
象
だ
。

今
回
の
挑
戦
は
、
北
海
道
最
北
端
の

宗
谷
岬
か
ら
南
端
の
襟
裳
岬
ま
で
、
全

行
程
６
７
０
㎞
に
及
ぶ
分
水
嶺
を
北
か

ら
南
へ
縦
断
。
２
０
２
２
年
２
月
26
日

か
ら
４
月
29
日
ま
で
63
日
間
か
け
て
歩

き
通
し
た
、
史
上
初
の
記
録
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
誰
も
試
み
て
い
な
い
、
計
画

の
独
創
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
。

野
村
さ
ん
に
と
っ
て
今
回
の
挑
戦
は

初
め
て
の
試
み
で
は
な
い
。
１
回
目
の

21
年
は
、
南
端
か
ら
北
を
目
指
し
た
が
、

い
く
つ
か
の
失
敗
が
重

な
り
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
今
回
は
全
て

に
お
い
て
計
画
を
見
直

し
、
出
発
の
時
期
、
デ

ポ
数
や
日
程
の
調
整
な

ど
再
確
認
し
た
う
え
で

の
挑
戦
だ
っ
た
。
猛
烈

な
ヤ
ブ
漕
ぎ
を
敬
遠
し

植村直己の特大パネルの前で喜びの野村
良太さん
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手
に
六
甲
全
山
縦

走
路
が
続
く
が
、

こ
こ
は
直
進
し
て

鉢
伏
山
（
２
４
０

ｍ
）
の
山
頂
を
踏

ん
で
い
く
。

下
り
始
め
る
と

す
ぐ
に
縦
走
路
と

合
流
す
る
。
次
の

ピ
ー
ク
の
旗
振
山

（
２
５
３
ｍ
）
は
、

そ
の
昔
、
大
阪
の

米
相
場
を
各
地
に

伝
え
る
た
め
に
旗

を
振
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
山
で
、
今
は

電
波
塔
が
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
旗
振

茶
屋
や
、
大
正
11（
１
９
２
２
）年
創
立

の
老
舗
登
山
会
、
神
戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会

の
署
名
所
も
あ
る
。

旗
振
山
か
ら
緩
や
か
に
下
り
、
義
経

の
一
ノ
谷
の
逆
落
と
し
で
知
ら
れ
る
一

ノ
谷
へ
の
分
岐
を
見
送
り
、
ウ
バ
メ
ガ

シ
の
純
林
を
抜
け
、
鉄て

っ

拐か
い

山
の
取
付
へ
。

左
に
迂
回
路
が
あ
る
が
、
正
面
の
急
坂

を
一
気
に
登
り
鉄
拐
山（
２
３
４
ｍ
）の

山
頂
に
立
つ
。
下
っ
て
い
く
と
や
が
て

公
園
の
よ
う
な
場
所
に
出
る
。
こ
の
あ

た
り
を「
お
ら
が
山
」と
呼
び
、
小
高
い

丘
に
休
日
だ
け
営
業
す
る
「
お
ら
が
茶

屋
」が
建
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
先
、
長
い
階
段
を
下
っ

て
高
倉
台
団
地
を
通
過
す
る
が
、
こ
こ

に
は
以
前
、
高
倉
山（
２
９
２
ｍ
）が
あ

っ
た
。「
山
、
海
へ
行
く
」と
い
う
フ
レ

ー
ズ
と
と
も
に
昭
和
42（
１
９
６
７
）年

か
ら
高
倉
山
は
徐
々
に
削
ら
れ
、今
、大

阪
湾
に
浮
か
ぶ
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が

誕
生
し
た
。

高
倉
台
団
地
を
抜
け
、
全
山
縦
走
路

の
道
標
に
従
っ
て
つ
つ
じ
橋
を
渡
り
左

折
す
る
と
、
縦
走
路
名
物
の
栂
尾
山
の

連
載
■
ご
当
地
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
�

須
磨
ア
ル
プ
ス

関
西
支
部　

加
藤
芳
樹

六
甲
山
地
の
ご
当
地
ア
ル
プ
ス
と
い

え
ば
、真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が「
須

磨
ア
ル
プ
ス
」で
あ
る
。そ
の
ほ
か
古
く

か
ら
の
呼
称
に「
六
甲
ア
ル
プ
ス
」（
９

３
２
号
参
照
）や
、菊
水
山
北
の
城
ヶ
越

あ
た
り
の「
神
戸
ア
ル
プ
ス
」な
ど
が
あ

る
。
六
甲
ア
ル
プ
ス
は『
六
甲
』（
昭
和

８
年
、
竹
中
靖
一
著
、
朋
文
堂
）を
は
じ

め
阪
急
電
車
の
ハ
イ
キ
ン
グ
・
マ
ッ
プ

な
ど
、
神
戸
ア
ル
プ
ス
は
神
戸
徒
歩
会

（
Ｋ
Ｗ
Ｓ
）関
連
資
料
と
、
い
ず
れ
も
戦

前
の
資
料
に
散
見
さ
れ
る
。

現
在
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
須
磨
ア
ル

プ
ス
だ
が
、
戦
前
の
資
料
に
そ
の
呼
称

は
見
当
た
ら
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、六

甲
関
連
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
登
山
地
図

で
、
須
磨
周
辺
を
扱
っ
た
も
の
が
少
な

い
。
わ
ず
か
に
、
昭
和
16（
１
９
４
１
）

年
発
行
の『
近
畿
の
山
々
と
史
跡
巡
り
』

（
藤
田
元
春
著
、
成
象
堂
）
が
「
須
磨
裏

山
」と
し
て
、「
省
線
神
戸
駅
～
長
田
神

社
～
高
取
山
～
那
須
与
一
墓
～
横
尾
山

～
多
井
畑
峠
～
高
倉
山
～
鉄
拐
山
～
鉢

伏
山
～
須
磨
駅
」の
ル
ー
ト
を
紹
介
し
、

「
横
尾
山
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
峙そ

ば
だ

っ
て

神
戸
槍
の
呼
称
が
あ
る
ほ
ど
、
花
崗
岩

の
風
化
し
た
奇
観
を
現
わ
し
、
ア
ル
プ

ス
気
分
を
味
う
に
足
り
る
」と
書
く
。

【
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
】

起
点
は
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
六
甲

全
山
縦
走
大
会
と
同
じ
、
須
磨
浦
公
園

で
あ
る
。
歴
史
好
き
な
ら
須
磨
浦
公
園

駅
か
ら
い
っ
た
ん
国
道
に
出
て
、
少
し

西
に
あ
る
敦
盛
塚
に
立
ち
寄
る
と
よ
い
。

駅
の
西
、
敦
盛
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に
登

山
口
が
あ
る
。
ひ
と
登
り
し
て
須
磨
浦

公
園
内
の
石
段
を
登
り
、
須
磨
浦
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
山
上
駅
に
出
る
。
す
ぐ
右

旗振山から遠望した淡路島と明石海峡大橋

須磨海づり公園須磨海づり公園

須磨駅須磨駅 須磨の浦須磨の浦

須磨浦公園駅須磨浦公園駅
須磨
海浜
公園
駅

須磨
海浜
公園
駅

須磨離宮公園須磨離宮公園

鉢伏山上駅鉢伏山上駅

須磨浦公園須磨浦公園

須磨IC須磨IC

つつじ橋つつじ橋
高倉台
団地
高倉台
団地

おらが茶屋おらが茶屋

鉄拐山鉄拐山▲234▲234

▲253▲253

ロープ
ウェイ
ロープ
ウェイ

高尾山高尾山
▲
181
▲
181

▲▲312
▲
312
▲

東山東山横尾山横尾山

▲274▲274
栂尾山栂尾山

▲155▲155 板宿八幡神社板宿八幡神社

山
陽
電
鉄
本
線

山
陽
電
鉄
本
線

JR山
陽本
線

JR山
陽本
線

妙
法
寺
川

妙
法
寺
川

板宿駅板宿駅

∴∴

文太郎道文太郎道

月見山トンネル月見山トンネル

高倉山
トンネル
高倉山
トンネル鉄拐山

トンネル
鉄拐山
トンネル 第二

神明
道路

第二
神明
道路

旗振山旗振山

敦盛塚敦盛塚

国道２号国道２号

∴∴

馬ノ背馬ノ背

鉢伏山鉢伏山

▲▲
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連
載
■
ご
当
地
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
�

上
郡
ア
ル
プ
ス

関
西
支
部　

前
田
正
彰

「
上か

み

郡ご
お
り

ア
ル
プ
ス
」
は
兵
庫
県
の
南
西

部
、
赤
穂
郡
上
郡
町
に
あ
る
５
０
８
ｍ

の
船
岩
山
を
最
高
点
と
す
る
、
標
高
ほ

ぼ
４
０
０
ｍ
前
後
の
山
域
で
あ
る
。
地

質
は
全
体
に
火
山
岩
質
で
、
生
駒
山
は

凝
灰
角
礫
岩
、
大
鳥
山
・
大
観
峰
・
小

美
女
平
は
流
紋
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ス
に
は
昭
和
10
年
代
ま
で
、
金
山

と
し
て
操
業
し
て
い
た
旭
日
鉱
山
跡
や

銅
鉱
石
の
精
錬
所
跡
も
あ
る
。

基
本
３
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
だ
が
、
地

元
の「
上
郡
ア
ル
プ
ス
実
行
委
員
会
」が

32
㎞
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
完
成
さ
せ
、
２

０
２
０
年
３
月
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

フ
ル
コ
ー
ス
の
途
中
か
ら
は
何
箇
所
か

の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
下
山
道
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に

合
っ
た
登
山
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ル
ー
ト
上
に
は
南
北
朝
時
代

に
活
躍
し
た
赤
松
円
心
ゆ
か
り
の
苔

縄
・
駒
山
・
大
聖
寺
山
城
跡
や
、
明
治

の
偉
人
・
大
鳥
圭
介
が
学
ん
で
い
た
岡

山
閑し

ず

谷た
に

学
校
へ
の
通
学
路
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
に

も
魅
力
的
な
コ
ー
ス
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
そ
の
基
本
３
・
５
㎞
と
、

大
鳥
山
か
ら
岩
木
山
ま
で
往
復
す
る
コ

ー
ス
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
生
駒
山
は

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た『
播
磨
鑑
』に

も「
駒
山
」と
な
っ
て
お
り
、
地
元
で
は

今
も「
こ
ま
や
ま
」と
言
い
慣
わ
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
国
土
地
理
院
の
地

形
図
を
尊
重
し
て
、「
生
駒
山
」に
統
一

し
て
記
す
こ
と
に
す
る
。

【
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
】

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
・
上
郡
駅
か
ら
閑
静

な
町
中
を
北
西
に
歩
く
こ
と
ほ
ぼ
１
・

５
㎞
、
丹
東
公
民
館
の
横
を
抜
け
る
と

階
段
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
高

倉
山
を
下
っ
た
所
に
あ
っ
た
多
井
畑
峠

だ
ろ
う
。
ひ
と
登
り
し
て
し
ば
ら
く
進

む
と
、
展
望
台
の
あ
る
栂
尾
山
山
頂
だ
。

ち
な
み
に
つ
つ
じ
橋
を
渡
っ
て
右
の
、

「
文
太
郎
道
」と
札
の
あ
る
山
道
で
も
栂

尾
山
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。
た
だ
し
、

古
い
地
形
図
で
は
多
井
畑
峠
を
経
由
す

る
の
が
素
直
な
道
筋
だ
か
ら
、
加
藤
文

太
郎
が
こ
こ
を
通
っ
た
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

次
の
横
尾
山（
３
１
２
ｍ
）か
ら
先
が
、

い
よ
い
よ
本
ル
ー
ト
の
核
心
部
と
な
る

須
磨
ア
ル
プ
ス
で
あ
る
。
山
頂
を
越
え

る
と
す
ぐ
に
簡
単
な
鎖
場
が
あ
り
、
急

激
に
下
り
始
め
る
と
突
然
、
目
の
前
に

荒
々
し
い
風
化
花
崗
岩
の
景
色
が
現
わ

れ
る
。
見
た
目
は
迫
力
が
あ
る
が
、
下

り
は
階
段
も
設
置
さ
れ
、
特
に
危
険
個

所
は
な
い
。
た
だ
し
、
ル
ー
ト
を
外
す

と
足
元
が
崩
れ
る
の
で
、
無
理
は
禁
物

だ
。
最
低
鞍
部
ま
で
下
っ
て
岩
場
を
登

り
返
す
。
目
の
前
に
現
わ
れ
た
細
い
リ

ッ
ジ
は「
馬
ノ
背
」と
呼
ば
れ
、
通
過
す

る
と
須
磨
ア
ル
プ
ス
は
あ
っ
け
な
く
終

了
す
る
。
ベ
ン
チ
の
あ
る
東
山
に
登
り
、

ひ
と
息
つ
く
と
よ
い
。

東
山
か
ら
さ
ら
に
縦
走
路
を
進
ん
で

高
取
山
に
登
っ
て
も
よ
い
が
、
市
街
地

を
挟
む
の
で
板
宿
方
面
に
進
ん
で
、
も

う
少
し
登
山
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
。

道
標
に
従
い
つ
つ
板
宿
八
幡
神
社
を
目

指
す
。
神
社
か
ら
は
階
段
を
下
り
市
街

地
へ
。市
街
地
は
少
々
複
雑
。ち
な
み
に

山
陽
電
鉄
・
板
宿
駅
は
地
下
駅
で
あ
る
。

【
コ
ー
ス
タ
イ
ム
】　

須
磨
浦
公
園
駅

（
40
分
）
旗
振
山
（
25
分
）
お
ら
が
茶
屋

（
45
分
）横
尾
山（
20
分
）東
山（
30
分
）板

宿
八
幡
神
社（
15
分
）板
宿
駅

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】　

往
路
＝
山
陽
電
鉄

本
線
・
須
磨
浦
公
園
駅　

復
路
＝
山
陽

電
鉄
本
線
・
板
宿
駅

【
参
考
文
献
】　

国
土
地
理
院
２
万
５
０

０
０
分
の
１
地
形
図「
須
磨
」　

ア
ル
ペ

ン
ガ
イ
ド
『
関
西
周
辺
週
末
の
山
登
り

１
２
３
』
分
県
登
山
ガ
イ
ド
『
兵
庫
県

の
山
』（
と
も
に
山
と
溪
谷
社
）

須磨アルプスの核心部と東山。左は高取山

羽山から望んだ大鳥山（右）
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い
う
地
点
が
あ
っ
て
、
岡
山
空
港
へ
離

着
陸
す
る
低
速
・
低
空
位
の
飛
行
機
が

眺
め
ら
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

今
回
歩
く
中
で
は
最
西
端
の
岩
木
山

（
三
等
三
角
点
岩
木
山
、
３
４
４
ｍ
）ま

で
は
、
鳳
凰
山
か
ら
ほ
ぼ
７
０
０
ｍ
の

距
離
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
全
体
が
播

州
地
域
独
特
の
円
み
を
お
び
た
、
低
い

な
り
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
厳
し
い
尾
根

道
の
連
続
と
な
っ
て
い
る
。そ
れ
が〝
ア

ル
プ
ス
〟
を
冠
し
た
名
前
の
所
以
な
の

で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
山
道
の
途
中
に
は

場
違
い
？　

と
感
じ
ら
れ
る
「
西
播
磨

の
山
城
へ
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
幟の

ぼ
り

が
離
れ
た

２
ヶ
所
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
西
播
磨

県
民
局
が
主
催
し
て
い
る
「
西
播
磨
山

城
復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
端
な
の

だ
そ
う
だ
。
地
元
の
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
て
微
笑
ま
し
い
。

大
鳥
山
の
分
岐
に
戻
っ
て
か
ら
、
来

た
道
を
90
度
東
に
振
っ
た
基
本
コ
ー
ス

に
入
る
。
い
き
な
り
の
急
角
度
の
下
り

で
、
注
意
が
必
要
だ
。
摺
鉢
状
に
な
っ

た
谷
底
か
ら
登
り
返
す
と
空
堀
や
土
塁

の
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
駒
山
城
の
二
の

丸
跡
、
本
丸
跡
へ
と
続
く
。
こ
の
本
丸

跡
が
生
駒
山
（
２
６
０
ｍ
）
の
山
頂
で
、

往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
そ

こ
か
ら
下
る
岩
肌
に「
馬
の
蹄
跡
」と
言

わ
れ
る
円
い
穴
が
何
箇
所
も
開
い
て
い

る
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
穴
は
、
前
述

の
凝
灰
角
礫
岩
の「
礫
」が
抜
け
た
痕
だ

そ
う
だ
。

生
駒
山
か
ら
は
こ
ち
ら
側
、
井
上
登

山
道
の
登
山
口
に
あ
る「
延
命
地
蔵
」を

経
て
ほ
ぼ
２
・
２
㎞
、
１
時
間
ほ
ど
で

Ｊ
Ｒ
上
郡
駅
に
着
く
。

【
コ
ー
ス
タ
イ
ム
】　

Ｊ
Ｒ
上
郡
駅
（
30

分
）羽
山
登
山
口（
20
分
）羽
山（
１
時
間

15
分
）大
鳥
山（
２
時
間
）岩
木
山（
２
時

間
）大
鳥
山（
50
分
）生
駒
山（
40
分
）生

駒
山
登
山
口（
20
分
）Ｊ
Ｒ
上
郡
駅 

【
問
合
せ
先
】上
郡
ア
ル
プ
ス
実
行
委
員

会
・
大
澤
敏
明
氏
（
℡
０
７
９
１　
52　

６
３
３
０
）

【
地
図
】　

国
土
地
理
院
２
万
５
０
０
０

分
の
１
地
形
図「
上
郡
」

羽
山
の
登
り
口
に
着
く
。
小
さ
な
谷
筋

を
上
が
る
と
す
ぐ
に
尾
根
道
と
な
る
。

登
山
口
か
ら
５
０
０
ｍ
ほ
ど
で
羽
山

（
四
等
三
角
点
山
野
里
、
１
９
３
ｍ
）に

着
く
。
そ
こ
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
尾

根
筋
を
北
に
進
む
と
、
少
し
開
け
た
小

美
女
平（
２
０
４
ｍ
）だ
。

小
さ
な
上
り
下
り
の
後
、大
観
峰（
２

８
１
ｍ
）の
頂
に
着
く
。文
字
ど
お
り
３

６
０
度
の
絶
景
が
楽
し
め
る
。「
小
美

女
平
」「
大
観
峰
」と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

も
面
白
い
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
の
は
７

月
の
半
ば
だ
っ
た
が
、
こ
の
あ
た
り
か

ら
汗
が
噴
き
出
て
き
た
。
そ
れ
で
も
木

陰
と
と
き
ど
き
吹
い
て
く
れ
る
涼
風
が

あ
り
が
た
く
感
じ
ら
れ
た
。
大
観
峰
か

ら
４
０
０
ｍ
ほ
ど
尾
根
筋
を
北
に
と
る

と
、
基
本
コ
ー
ス
上
で
は
最
も
高
い
大

鳥
山（
２
８
２
ｍ
）に
着
く
。
こ
こ
か
ら

の
展
望
も
雄
大
で
、
北
東
方
向
に
千
種

川
の
清
流
、
東
に
は
絶
壁
を
隔
て
て
生

駒
山
が
、
そ
し
て
、
南
に
は
今
通
っ
て

来
た
大
観
峰
の
次
に
あ
る
２
９
０
ｍ
ピ

ー
ク
が
間
近
に
見
え
る
。

今
回
は
こ
こ
で
小
休
止
を
し
て
、
い

っ
た
ん
基
本
コ
ー
ス
を
西
に
そ
れ
、
岩

木
山
ま
で
の
往
復
コ
ー
ス

を
紹
介
す
る
。
大
鳥
山
か

ら
一
度
２
０
０
ｍ
ほ
ど
北

に
進
ん
で
、
西
に
折
れ
る
。

そ
こ
か
ら
岩
木
山
ま
で
は

ほ
ぼ
一
直
線
の
尾
根
道
と

な
る
。
ま
ず
は
大
鳥
山
か

ら
約
６
０
０
ｍ
の
鍛
治
山

（
四
等
三
角
点
鍛
治
、２
７

７
ｍ
）、そ
こ
か
ら
約
５
０

０
ｍ
で
舟
谷
山
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
１
・
２
㎞
ほ
ど

で
鳳
凰
山（
３
１
１
ｍ
）と

続
く
。

鳳
凰
山
と
岩
木
山
の
中

間
に
「
航
空
機
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
」（
３
１
５
ｍ
）と

生駒山山頂そのものが駒山城跡となっている

舟谷山舟谷山
岩木山
344
▲

岩木山
344
▲

192
▲▲

▲
277
▲
277

鍛治山鍛治山
航空機ビューポイント航空機ビューポイント

鳳凰山鳳凰山
▲▲

安室川
安室川

釜
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル

釜
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル

大鳥山大鳥山
▲▲

▲▲

生駒山
260
生駒山
260

千種川千種川

大観峰大観峰

小美女平小美女平

羽山羽山
▲193▲193

羽山登山口羽山登山口

丹東公民館丹東公民館

上郡駅
上郡駅

▲
231
▲
231

山
陽
本
線

山
陽
本
線

鍛治鍛治

192192

290290

別名別名

津原津原
船坂船坂

馬の蹄跡馬の蹄跡

井上
登山口
井上
登山口

智
頭
急
行
智
頭
線

▲▲
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９
月
、
学
校
近
く
の
工
務
店
棟
梁
と
そ

の
親
族
１
、
２
名
と
と
も
に
山
岳
部
員

と
一
中
生
に
よ
る
夏
休
み
中
の
勤
労
奉

仕
延
べ
３
０
０
人
に
よ
り
歩
荷
・
地
な

ら
し
・
建
設
が
行
な
わ
れ
た
。

丸
太
・
板
・
杉
皮
な
ど
資
材
は
小
屋

近
辺
の
樹
木
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
木

材
生
産
地
で
あ
る
麓
か
ら
調
達
さ
れ
た

も
の
で
、
地
元
卒
業
生
の
父
兄
か
ら
の

寄
付
も
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
杉
材
で
、

地
の
利
を
得
て
ま
さ
に
正
真
正
銘
北
山

杉
本
場
の
建
物
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
棟
梁
は
専
門
家
で
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
の
労
力
は
当
事
者
自
身
の
素
人
集

団
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
総
工
費
は

約
１
０
５
０
円（
用
材
寄
付
を
除
く
）と

記
録
さ
れ
て
い
る
。

小
屋
の
構
造
と
し
て
は
桁
行
４
間
×

梁
行
２
間（
７
・
２
ｍ
×
３
・
６
ｍ=

25
・

９
㎡
）、杉
皮
葺
き
の
切
妻
屋
根
を
持
つ

平
入
り
の
平
屋
建
て
で
あ
る
。
内
部
は

土
間
と
板
間
に
分
か
れ
、
外
壁
は
半
割

丸
太
仕
上
げ
、
排
煙
の
た
め
の
越
屋
根

が
あ
り
、
真
下
に
囲
炉
裏
が
切
ら
れ
て

い
る
。

小
屋
は
、
日
帰
り
・
小
屋
泊
ま
り
の

起
点
と
な
り
、
ま
た
、
新
た
な
山
行
を

計
画
す
る
場
や
友
と
語
り
合
う
コ
ン
パ

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
中
２
階
も
あ
っ

て
、
収
容
人
員
は
30
名
で
あ
る
。
火
は

囲
炉
裏
と
時
計
型
ス
ト
ー
ブ
、
水
は
外

の
沢
を
使
用
す
る
。
寒
い
時
期
の
泊
ま

り
は
つ
ら
い
が
、囲
炉
裏
に
頼
り「
煙
い

小
屋
で
も
黄
金
の
御
殿
…
…
」
を
地
で

行
く
し
か
な
い
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
西

堀
が「
雪
山
賛
歌
」で
旧
北
山
荘
を
詠
っ

た
と
さ
れ
る
。
当
初
煙
出
し
が
な
か
っ

た
が
、
の
ち
に
増
設
さ
れ
、
新
し
い
小

屋
で
は
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
最
初
か
ら

越
屋
根
付
き
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
山
荘
の
創
設
は

使
う
者
が
造
り
、
所
有
者
で
も
あ
る
と

い
う
、
今
で
い
う「
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
」で

あ
り
、
維
持
管
理
・
修
理
も
ほ
と
ん
ど

が
自
分
た
ち
自
身
で
行
な
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。

竣
工
後
３
年
で
終
戦
を
迎
え
、
45
年

に
は
世
相
の
乱
れ
か
ら
か
、
窓
ガ
ラ
ス

が
盗
難
に
遭
い
、
建
具
な
ど
が
燃
料
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
翌
年
か
ら
各
所
の

修
理
が
行
な
わ
れ
た
が
、
学
制
改
革
で

新
制
高
校
と
な
っ
た
鴨お

う

沂き

高
校
・
洛
北

高
校
の
山
岳
部
員
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。以

下
次
号【
後
編
】で
、
戦
後
行
な
わ

れ
た
山
小
屋
の
大
規
模
修
理
の
歴
史
を

振
り
返
り
、「
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

北
山
荘
―
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
・
セ
ル

フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
山
小
屋

の
80
年　
【
前
編
】

京
都
一
中
・
鴨
沂
高
校
・
洛
北
高

校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
会（
北
山
の
会
）

会
長
・
黒
田
俊
郎

１
９
４
２
年
、
山
小
屋「
北
山
荘
」は

京
都
北
山
の
雲
ヶ
畑
上
流
部
に
京
都
一

中
山
岳
部
員
ら
の
手
に
よ
っ
て
新
築
さ

れ
た
。
そ
の
15
年
前
の
27
年
に
西
堀
榮

三
郎
ら
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
小
屋
が
老

朽
化
し
た
た
め
、
や
や
上
流
部
に
移
動

し
た
場
所
に
後
継
と
し
て
建
て
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

以
来
、80
年
余
り
が
経
過
し
た
が
、北

山
荘
は
現
役
・
Ｏ
Ｂ
に
よ
っ
て
維
持
管

理
が
継
続
さ
れ
、
現
在
も
建
築
当
時
の

姿
を
ほ
ぼ
保
ち
な
が
ら
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
北
山
荘
の
名
は
旧
小

屋
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
、35
年
の『
登

山
と
ス
キ
ー
』
２
月
号
に
一
中
山
岳
部

員
・
松
井
憲
一
郎
に
よ
る
記
載
が
あ
る
。

以
下
に
、
北
山
荘
に
見
ら
れ
る
山
小
屋

の
創
建
と
維
持
管
理
の
歴
史
を
紹
介
し

た
い
。

山
小
屋
の
セ
ル
フ
ビ
ル
ド

新
築
に
当
た
り
、
水
源
の
沢
に
近
い

が
氾
濫
し
に
く
く
日
当
た
り
の
良
い
南

面
側
で
、
見
通
し
の
良
い
炭
焼
き
小
屋

跡
が
立
地
と
し
て
選
ば
れ
た
。
７
～ 屋根の葺き替え作業

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北
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北
海
道
支
部

北
海
道
支
部
主
催
で

「
野
村
良
太
講
演
会
」開
催

昨
年
、
宗
谷
岬
か
ら
襟
裳
岬
ま
で

延
々
６
７
０
㎞
、
北
海
道
を
背
骨
の
よ

う
に
貫
く
分
水
嶺
を
、
単
独
で
し
か
も

連
続
し
て
63
日
間
懸
け
て
縦
走
す
る
と

い
う
、
史
上
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た

野
村
良
太
さ
ん
の
講
演
会
を
、
２
月
５

日
㈰
札
幌
で
開
催
し
た
。

野
村
さ
ん
は
現
在
28
歳
。
大
阪
に
生

ま
れ
育
ち
、
北
海
道
大
学
に
進
学
し
て

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
入
部
、
休

学
ま
で
し
て
山
登
り
に
打
ち
込
ん
だ
。

卒
業
後
も
山
に
関
わ
る
こ
と
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
考
え
、
登
山
ガ
イ
ド
を
し
な

が
ら
単
独
で
積
雪
期
の
知
床
半
島
縦
走
、

日
高
山
脈
全
山
縦
走
な
ど
の
困
難
な
登

山
を
経
験
。
そ
う
し
た
長
期
、単
独
、積

雪
期
登
山
の
延
長
線
上
の
取
り
組
み
と

し
て
こ
の
分
水
嶺
縦
走
を
計
画
し
た
と

い
う
。

お
と
と
し
３
月
、
南
か
ら
北
へ
の
北

上
す
る
ル
ー
ト
で
試
み
る
も
10
日
目
で

挫
折
。
計
画
を
練
り
直
し
て
去
年
２
月

26
日
に
宗
谷
岬
を
出
発
し
て
、
北
か
ら

襟
裳
岬
を
目
指
す
南
下
ル
ー
ト
で
再
度

挑
戦
し
、
見
事
今
ま
で
だ
れ
も
や
っ
た

こ
と
の
な
い
快
挙
を
達
成
し
た
。
登
山

の
様
子
は
、
昨
年
末
と
１
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

「
白
銀
の
大
縦
走　

北
海
道
分
水
嶺
ル

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

ー
ト
６
７
０
キ
ロ
」
と
し
て
放
送
さ
れ

た
の
で
、
視
聴
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思

う
が
、
講
演
会
で
は
テ
レ
ビ
で
は
分
か

ら
な
い
計
画
の
細
か
い
部
分
や
、
放
送

で
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
未
公
開
の
映
像

も
紹
介
さ
れ
た
。

特
に
快
挙
の
陰
に
あ
っ
た
思
わ
ぬ
ア

ク
シ
デ
ン
ト
や
裏
話
、
大
雪
山
や
日
高

の
絶
景
な
ど
も
現
場
で
の
音
声
リ
ポ
ー

ト
付
き
の
動
画
も
ス
ク
リ
ー
ン
で
上
映

さ
れ
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
講
演
と
な
っ

た
。
ま
た
、
今
回
の
計
画
実
行
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、
野
村
さ
ん
は
講
演
の

冒
頭
で
２
人
の
先
人
の
著
作
を
紹
介
し

た
。工

藤
英
一
著『
北
の
分
水
嶺
を
歩
く
』

（
１
９
９
４
年
刊
）
そ
し
て
志
水
哲
也

『
果
て
し
な
き
山
稜
』（
１
９
９
５
年

刊
）、ち
ょ
う
ど
彼
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
に

出
版
さ
れ
た
本
だ
。工
藤
氏
の「
あ
と
が

き
」に
あ
る「
完
全
単
独
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン

で
あ
れ
ば
、
極
地
の
単
独
歩
行
横
断
に

匹
敵
す
る
、
最
も
困
難
で
す
ば
ら
し
い

記
録
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
中
略
）こ
れ
か
ら
の
若
き
岳
人
に
期
待

し
て
い
る
」、
志
水
氏
の「
こ
れ
は
比
類

の
な
い
美
し
い
ル
ー
ト
だ
」、こ
う
し
た

言
葉
に
大
い
に
触
発
さ
れ
た
と
話
す
野

村
さ
ん
に
、
２
人
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も

感
じ
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
工
藤
氏
は
15
回
に
分
け
て

足
掛
け
17
年
費
や
し
て
こ
の
ル
ー
ト
を

初
め
て
踏
破
、
志
水
氏
は
工
藤
氏
の
報

告
書
を
読
ん
で
半
年
間
で
12
分
割
し
て

歩
き
、
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
で
は
初
の
記
録

を
達
成
し
て
い
る
。

６
７
０
㎞
に
及
ぶ
分
水
嶺
の
ル
ー
ト

上
に
は
除
雪
さ
れ
た
道
路
が
横
切
る
峠

は
あ
る
も
の
の
、
人
家
や
街
は
一
切
な

い
。
そ
こ
を
40
㎏
か
ら
45
㎏
も
の
荷
物

を
背
負
い
、
63
日
間
た
っ
た
独
り
で
縦

走
し
た
野
村
さ
ん
は
強
靭
な
体
力
と
精

神
力
の
持
ち
主
に
は
違
い
な
い
が
、
け

っ
し
て「
孤
高
の
ク
ラ
イ
マ
ー
」と
い
う

印
象
は
な
く
、
講
演
で
の
話
し
ぶ
り
は

明
る
く
朗
ら
か
で
謙
虚
な
好
青
年
と
い

う
感
じ
だ
。

「
単
独
の
登
山
を
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い

る
が
、
山
は
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
登
る

方
が
好
き
」
と
い
う
ひ
と
言
に
も
そ
ん

な
人
柄
が
感
じ
ら
れ
た
。
野
村
さ
ん
は

「
植
村
直
己
冒
険
賞
」を
受
賞
、
日
本
山

岳
会
に
も
入
会
さ
れ
、
北
海
道
支
部
に

所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
い
っ

そ
う
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。な
お
、こ

の
講
演
の
模
様
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
野
村
良
太

講
演
会
」
と
検
索
す
れ
ば
視
聴
可
能
で

あ
る
。

 

（
北
海
道
支
部
長
・
藤
木
俊
三
）

映像を交えながら講演会を行なう野村良太氏（右）
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神
奈
川
支
部

「
か
な
が
わ
山
岳
誌
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
最
終
山
行
を
迎
え
る

２
０
１
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
か

な
が
わ
山
岳
誌
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
、
会
報
８
６
４（
17
年
５
月
）号

と
同
８
９
９（
20
年
４
月
）号
で
報
告
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
第
１
回
山

行
の
詳
細
は『
山
と
溪
谷
』17
年
６
月
号

（
１
９
０
ペ
ー
ジ
）に
掲
載
さ
れ
た
。
当

初
５
年
計
画
で
進
め
て
い
た
が
、
台
風

に
よ
る
登
山
道
の
崩
壊
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
外
出
規
制
が
重
な
り
、
６
年
掛
か

り
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
山
と
峠
を

実
際
に
踏
査
し
た
経
緯
や
記
録
と
特
に

印
象
に
残
っ
た
事
例
を
報
告
す
る
。

《
山
行
計
画
》

最
初
に
、
県
内
の
山
と
峠
２
８
２
ヶ

所
を
踏
査
す
る
に
当
た
り
、
地
形
図
に

目
標
点
を
書
き
込
ん
だ
。
そ
れ
を
基
に

踏
査
可
能
な
経
路
を
考
え
、
コ
ー
ス
案

を
作
成
し
た
。次
に
Ｌ
コ
ー
ス（
初
心
者

コ
ー
ス
）
と
Ｈ
コ
ー
ス
（
熟
練
者
コ
ー

ス
）に
分
け
、リ
ー
ダ
ー
を
選
任
し
て
山

行
計
画
書
を
ま
と
め
た
。
原
則
は
日
帰

り
山
行
で
あ
る
。
実
施
日
は
、
第
２
週

土
曜
日
を
Ｌ
コ
ー
ス
、
第
４
週
土
曜
日

を
Ｈ
コ
ー
ス
と
し
て
実
施
し
た
。

第
38
回
図
書
交
換
会

�

図
書
委
員
会

永
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
風
薫

る
５
月
20
日
㈯
、
し
ば
ら
く
新
型
コ
ロ

ナ
の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ
た
図
書
交

換
会
を
以
下
の
要
項
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
東
京
新
聞
の
旧
岳
人
編
集
部

が
所
持
し
て
い
た
書
籍
と
故
・
水
野
勉

会
員
の
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
書
籍

（
両
方
合
わ
せ
て
２
３
４
冊
）、
さ
ら
に

図
書
室
に
新
刊
が
入
庫
し
た
た
め
不
要

に
な
っ
た
旧
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

（
１
８
３
冊
）を
対
象
と
し
ま
す
。
書
籍

の
価
格
は
一
律
、
１
冊
５
０
０
円
と
し

ま
す
が
、
旧
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
状

態
の
悪
い
書
籍
に
つ
い
て
は
無
料
に
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
山
書
に
興
味
の

あ
る
方
、
ま
た
は
古
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
欲
し
い
方
は
、
同
封
の
図
書
交
換
会

出
品
図
書
リ
ス
ト
を
ご
確
認
の
上
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

令
和
５
年
５
月
20
日
㈯

13
時
開
場
、
14
時
半
か
ら
抽
選
を
開
始

し
ま
す
。
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
で
参
加

さ
れ
る
方
は
出
品
さ
れ
て
い
る
本
を
ご

覧
の
上
、
抽
選
開
始
時
間
ま
で
に
購
入

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
会
場　

日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
（
集
会

室
と
１
０
４
号
室
の
両
方
で
陳
列
、
集

会
室
で
抽
選
会
を
行
な
い
ま
す
。

＊
な
お
、
遠
隔
地
在
住
の
た
め
出
席
で

き
な
い
会
員
も
事
前
に
購
入
申
込
み
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
の
申
込
み
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
郵
便
（
日
本
山
岳
会　

図
書
委
員
会

宛
）
ま
た
は
メ
ー
ル
（
図
書
委
員
会　

jacm
l-toshokoukan@

jac1.or.jp

）で

４
月
30
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
事
前
の
購
入
申
込
み
を
す
る
方
は
、

購
入
希
望
図
書
の
番
号
、書
名（
同
封
の

リ
ス
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）、購
入
希
望

者
の
名
前
と
会
員
番
号
、
書
籍
の
送
り

先
住
所
、
ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
抽
選

会
視
聴
を
希
望
す
る
方
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
購
入
図
書
の
送
料
は
購
入
者
負
担
と

し
、
代
金
と
一
緒
に
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

当
日
、
会
場
で
抽
選
を
行
な
い
、
当
選

し
た
本
は
交
換
会
終
了
後
に
ゆ
う
パ
ッ

ク
な
ど
で
お
送
り
し
ま
す
。

◎
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
抽
選
会
を
中
継
し
ま
す

の
で
、
遠
隔
地
在
住
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
環

境
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
視
聴
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

日
本
山
岳
会
事
務
局（
図
書

委
員
会
）ま
で　

☎
03
―

３
２
６
１
―

４
４
３
３　

jacm
l-toshokoukan@

jac1.or.jp

図
書
交
換
会
は
第
１
回
が
開
か
れ
た

の
が
昭
和
43
年
と
い
う
由
緒
あ
る
行
事

で
す
。
そ
の
と
き
の
提
案
者
は
松
方
三

郎
さ
ん
、
当
時
の
図
書
委
員
長
が
深
田

久
弥
さ
ん
で
し
た
。「
会
員
の
持
っ
て

い
る
山
岳
図
書
の
交
換
、
販
売
会
を
や

ろ
う
で
は
な
い
か
」（
会
報
『
山
』
２
７

３
号
・
１
９
６
８
年
3
月
）と
、
図
書
委

員
会
の
席
で
提
案
が
あ
り
、
不
要
に
な

っ
た
山
の
本
を
、
会
員
同
士
で
交
換
し

よ
う
と
い
う
趣
旨
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

諸
事
情
に
よ
り
平
成
２
年
の
第
23
回
を

最
後
に
休
止
、
そ
れ
を
故
三
好
ま
き
子

さ
ん
を
中
心
に
復
活
さ
せ
た
の
が
平
成

19
年
の
第
24
回
で
す
。
平
成
26
年
の
第

31
回
か
ら
は
年
次
晩
餐
会
の
会
場
で
行

な
わ
れ
、
地
方
の
会
員
が
直
接
本
を
手

に
取
れ
る
た
め
、
会
場
で
の
申
込
み
者

が
一
挙
に
１
１
０
名
に
増
え
、
抽
選
の

倍
率
が
高
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
年
次
晩
餐
会
休
止
に

伴
っ
て
図
書
交
換
会
も
休
止
し
て
い
ま

し
た
が
、会
員
の
強
い
要
望
に
応
じ
、会

場
を
元
の
ル
ー
ム
に
戻
し
て
今
回
の
復

活
と
な
り
ま
し
た
。
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踏
査
後
は
、
以
下
の
点
を
記
録
し
た
。

実
施
日
と
参
加
者
、
踏
査
点
の
緯
度
・

経
度
・
標
高
、
登
山
道
の
状
況
、
歩
行

時
間
、三
角
点
の
位
置
と
保
存
状
況
、人

工
施
設
の
現
況
お
よ
び
地
形
図
と
の
相

違
点
、
そ
の
他
の
特
記
事
項
、
写
真
を

添
付
し
た
山
行
報
告
書
で
あ
る
。

《
踏
査
実
施
》

実
際
に
歩
く
経
路
は
、
実
線
や
点
線

で
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
な

い
が
、
経
路
が
な
い
場
合
は
等
高
線
や

尾
根
・
沢
筋
を
見
極
め
て
コ
ー
ス
取
り

を
す
る
。
本
来
は
地
形
図
・
コ
ン
パ
ス
・

高
度
計
の
３
点
セ
ッ
ト
に
よ
り
現
在
地

を
確
認
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
Ｇ

Ｐ
Ｓ
に
任
せ
て
楽
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

特
に
地
形
が
複
雑
な
西
丹
沢
の
菰
釣
山

～
大
栂
～
織
戸
峠
～
椿
丸
～
浅
瀬
橋
の

ル
ー
ト
や
、
西
丸
～
東
丸
～
水
ノ
木
橋
、

大
タ
ル
丸
～
女
郎
小
屋
ノ
頭
、
北
丹
沢

の
ガ
タ
ク
リ
峰
、三
浦
半
島
の
扇
山
、箱

根
の
丸
山
、
台
ヶ
岳
、
文
庫
山
な
ど
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
持
た
な
け
れ
ば
目
標
点
に
到

達
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。ま
た
、三

角
点
の
位
置
を
探
す
に
当
た
っ
て
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
は
、
大
変
有
益
で
あ
っ
た
。

《
文
化
情
報
》

山
頂
や
登
山
道
お
よ
び
主
な
拠
点
に

は
、
様
々
な
案
内
板
が
立
ち
、
歴
史
や

伝
説
を
教
え
て
く
れ
る
。た
と
え
ば
、関

東
征
討
の
日
本
武
尊
の
足
跡
や
新
羅
三

郎
源
義
光
の
笛
塚
な
ど
が
あ
る
足
柄
峠
、

源
頼
朝
が
敗
れ
た
石
橋
山
古
戦
場
、
北

条
氏
と
甲
斐
武
田
氏
が
戦
っ
た
三
増
合

戦
場
、
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
城
を
包
囲

し
た
一
夜
城
な
ど
合
戦
に
関
す
る
も
の
。

ま
た
、
峰
山
、
姫
次
、
鐘
撞
山
に
は
、
雛

鶴
姫
や
折
花
姫
の
悲
話
が
残
る
。
こ
れ

ら
の
案
内
板
に
記
さ
れ
た
も
の
を
、
文

化
情
報
と
し
て
踏
査
記
録
の
後
に
織
り

交
ぜ
た
。
地
場
の
貴
重
な
情
報
を
後
世

に
残
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
山

行
は
、
４
月
15
日
㈯
に
大
磯
鷹
取
山
～

湘
南
平
で
行
な
う
。
踏
査
が
完
了
し
た

こ
と
を
、
湘
南
平
に
立
つ
岡
野
金
次
郎

碑
に
報
告
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
・
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

《
出
版
計
画
》

６
年
越
し
と
な
っ
た
「
か
な
が
わ
山

岳
誌
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本
に
ま
と
め

て
出
版
す
る
構
想
が
立
ち
上
が
り
、
現

在
、
山
と
溪
谷
社
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
い
る
。出
版
部
数
は
１
５
０
０
部
、販

売
価
格
を
２
０
０
０
円
程
度
と
す
る
予

定
だ
。
日
本
山
岳
会
会
員
は
も
と
よ
り
、

全
国
の
山
を
愛
す
る
皆
様
に
ぜ
ひ
と
も

天
野
一
郎
著

天
空
の
里　

高
所
集
落
を
訪

ね
て　

＝
元
気
な
お
年
寄
り
た

ち
＝

2022年11月
白山書房
四六判　180㌻
1000円＋税

著
者
の
天
野
一
郎
氏
は
奥
多
摩
山
岳

会
で
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
方
で
、「
た

を
り
」同
人
。そ
の
同
人
誌
に
連
載
し
て

き
た
も
の
を
ま
と
め
て
、
白
山
書
房
か

ら
２
０
１
６
年
に
『
に
っ
ぽ
ん
の
山
上

集
落
を
訪
ね
て
』を
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
著
書
は
そ
の
続
編
と
も
言
え
る
も

の
だ
が〝
元
気
な
お
年
寄
り
た
ち
〟の
副

題
が
あ
る
よ
う
に
、
集
落
の
紹
介
と
は

言
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
そ
こ
に
長
く

暮
ら
す
お
年
寄
り
に
焦
点
を
当
て
、
話

を
伺
う
こ
と
を
通
じ
て
集
落
の
歴
史
や

文
化
、ま
た
、そ
の
方
の
人
と
な
り
や
暮

ら
し
そ
の
も
の
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
る
。
気
に
な
る
集
落
の
取
材
は
、
そ

こ
に
長
く
生
活
し
、
語
れ
る
お
年
寄
り

を
探
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、テ
レ
ビ
番
組
の「
ポ
ツ
ン
と

一
軒
家
」を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

取
材
対
象
は
若
く
て
も
後
期
高
齢
者

で
、
中
に
は
96
歳
と
い
う
、
ま
さ
に
元

気
な
お
年
寄
り
も
お
ら
れ
る
。
今
回
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
は
西
上
州
を
は
じ
め
、

長
野
県
、
山
梨
県
が
多
い
が
、
奈
良
県

は
大
峰
山
麓
の
川
上
村
や
岐
阜
県
の
野

麦
周
辺
な
ど
に
も
及
ぶ
37
の
集
落
で
、

い
ず
れ
も
登
山
で
馴
染
み
の
あ
る
エ
リ

ア
で
あ
る
。

「
天
空
の
里
」と
い
う
響
き
。明
る
く
開

け
た
眺
め
の
良
い
山
上
の
集
落
に
は
、

図
書
紹
介

購
入
し
て
い
た
だ
き
、
神
奈
川
の
山
々

へ
の
興
味
を
広
げ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
。 

（
神
奈
川
支
部
・
田
島
剛
）
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張
り
、
満
天
の
星
空
を
眺
め
な
が
ら
釣

果
の
イ
ワ
ナ
を
焚
き
火
で
炙
っ
て
夕
餉

と
し
て
静
か
に
酒
杯
を
傾
け
る
。
こ
ん

な
贅
沢
な
山
行
は
年
季
の
入
っ
た
山
ヤ

な
ら
だ
れ
し
も
一
度
は
し
て
み
た
い
と

あ
こ
が
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
に
は

そ
う
し
た
大
人
の
沢
の
楽
し
み
方
と
ノ

ウ
ハ
ウ
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
と
い
っ

て
も
、
昔
か
ら
よ
く
あ
る
一
部
の
マ
ニ

ア
向
け
や
、
単
純
な
ハ
ウ
ツ
ー
本
で
は

な
い
の
が
本
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。
実
は
図
書
紹
介
と
は
言
う
も

の
の
、
本
書
に
登
場
す
る
「
源
流
居
酒

屋
」の
営
業
ド
メ
イ
ン
は
、元
々
紙
の
本

が
媒
体
で
は
な
く
て
ネ
ッ
ト
の
世
界
の

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
源
流
な
の
で
あ
る
。

源
流
居
酒
屋
の
親
方
で
あ
る
〝
た
い

し
ょ
う
〟は
、医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
長

年
勤
め
た
沢
好
き
の
お
っ
さ
ん
で
あ
る

が
、
そ
の
人
柄
の
良
さ
な
の
か
山
料
理

の
腕
に
惹
か
れ
て
か
、
沢
仲
間
や
女
性

た
ち
に
支
持
さ
れ
て
い
つ
も
満
員
御
礼
。

居
酒
屋
の
謂い

わ
れ

は
、
た
い
し
ょ
う
の
山
料

理
の
レ
シ
ピ
と
、
味
に
感
動
し
た
仲
間

た
ち
が「
源
流
居
酒
屋
」と
命
名
し
て
動

画
配
信
を
始
め
た
ら
ブ
レ
ー
ク
し
て
し

ま
い
、
つ
い
に
は
手
製
の
暖
簾
ま
で
作

成
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

源
流
居
酒
屋
の
レ
シ
ピ
は
数
多
く
て

と
て
も
全
て
を
紹
介
し
き
れ
な
い
が
、

例
を
挙
げ
れ
ば
イ
ワ
ナ
の
昆
布
締
め
、

蒲
焼
。
石
焼
き
ビ
フ
テ
キ
、〝
テ
ン
か
ら

ば
ば
あ
の
串
揚
げ
〟
等
々
の
魅
力
的
な

メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
メ
イ
ン

と
な
る
イ
ワ
ナ
を
釣
る
場
面
は
動
画
版

を
見
れ
ば
ス
リ
ル
満
点
で
面
白
い
。
数

多
い
レ
シ
ピ
に
は
写
真
と
説
明
文
だ
け

で
な
く
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
い
て
ス
マ

ホ
で
読
み
込
め
ば
素
材
名
や
分
量
だ
け

で
な
く
、
調
理
の
シ
ー
ン
が
臨
場
感
あ

る
映
像
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
再
現
さ
れ
る
。

こ
ん
な
素
敵
な
居
酒
屋
が
あ
る
な
ら
、

険
し
い
源
流
を
か
き
分
け
て
で
も
行
っ

て
み
た
く
な
る
。

た
い
し
ょ
う
は
の
ん
き
な
お
や
じ
キ

ャ
ラ
だ
が
、
相
棒
の
よ
ー
こ
さ
ん
が
実

あ
こ
が
れ
に
も
似
た
感
情
を
抱
く
が
、

そ
こ
で
の
暮
ら
し
の
厳
し
さ
に
は
想
像

を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
昔
は

車
の
通
れ
る
道
も
な
く
、
水
道
も
な
く
、

ほ
ぼ
自
給
自
足
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ

て
き
た
。
中
に
は
狩
猟
の
名
人
も
お
ら

れ
る
が
、
そ
こ
の
特
産
品
を
作
っ
て
わ

ず
か
な
現
金
収
入
を
得
た
り
、
林
業
に

携
わ
っ
て
生
活
を
維
持
さ
れ
て
き
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
。
峠
越
え
し
て
、
あ

る
い
は
下
の
集
落
か
ら
嫁
い
で
来
て
、

ず
っ
と
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
方
。
楽
し
み
と
い
え
ば
年
に
一

度
の
お
祭
り
、
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境

を
潜
り
抜
け
て
き
て
、
今
は
車
で
町
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
の
が
楽
し
み
と

お
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
。
道
路
、
水
道
、

通
信
手
段
な
ど
が
改
善
さ
れ
、
生
活
は

町
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
昔
話

に
な
り
つ
つ
あ
る
そ
ん
な
思
い
出
を
、

天
野
氏
と
陽
の
当
た
る
縁
側
で
語
る
お

年
寄
り
の
優
し
い
眼
差
し
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
だ
。

な
お
、
海
外
の
高
所
集
落
も
５
ヶ
所

紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
小
さ
な
村
の
物

語　

イ
タ
リ
ア
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

い
ま
、
古
道
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
峠
の
両
側
に
は
最
奥
の
集
落
が
あ

る
は
ず
だ
。
登
山
の
際
に
こ
う
し
た
集

落
を
訪
ね
る
新
し
い
山
の
楽
し
み
方
の
、

良
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
な
り
得
る
と

感
じ
た
。 

（
荒
井
正
人
）

よ
ー
こ
＆
た
い
し
ょ
う
著

源
流
居
酒
屋

2022年7月
山と溪谷社
A5変型判　184㌻
1800円＋税

人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
沢
の
源
流
の

奥
地
に
分
け
入
り
、
河
原
に
タ
ー
プ
を

寄附金および助成金などの受入報告（2月まで）
寄附者など 受入金額など 

（単位千円） 寄附の目的、その他

鈴木　幹夫　会員  100 ヤマトシプロジェクト寄附金

恒成　秀洋　会員  10 ヤマトシプロジェクト寄附金

村越　稔　様  10 ヤマトシプロジェクト寄附金

大田　由孝　会員  30 ヤマトシプロジェクト寄附金

酒井　秀紀　会員  10 ヤマトシプロジェクト寄附金

前田　隆久　会員  10 ヤマトシプロジェクト寄附金

吉村　千春　会員  10 ヤマトシプロジェクト寄附金

その他匿名希望者等  45 ヤマトシプロジェクト寄附金
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は
た
だ
者
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
元
々

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
こ
と
で
本
編
で
も

動
画
編
集
に
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
担
当
で

あ
る
が
、
釣
り
も
料
理
の
腕
前
も
た
い

し
ょ
う
に
引
け
を
取
ら
な
い
よ
う
だ
。

何
人
か
い
る
客
人
も
た
だ
者
で
は
な
い
。

自
称〝
て
ん
か
ら
ば
ば
あ
〟の
お
ば
は
ん

の
串
揚
げ
は
、
た
い
し
ょ
う
も
感
動
し

て
自
分
で
は
作
れ
な
い
と
脱
帽
す
る
一

品
ら
し
い
。
早
速
動
画
を
見
て
み
る
と
、

な
る
ほ
ど
と
頷
け
る
手
捌
き
だ
。

レ
シ
ピ
は
イ
ワ
ナ
料
理
を
メ
イ
ン
に

山
菜
と
き
の
こ
料
理
、
お
つ
ま
み
、
朝

ご
は
ん
、
昼
ご
は
ん
、
飲
み
物
、
デ
ザ

ー
ト
と
幅
広
い
。
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
こ
だ

わ
り
は
自
家
焙
煎
し
た
豆
を
持
参
す
る

ほ
ど
で
、
正
統
派
の
昭
和
の
山
ヤ
の
香

り
を
感
じ
さ
せ
る
。
焚
火
の
火
の
起
こ

し
方
や
グ
ッ
ズ
に
も
源
流
居
酒
屋
流
の

こ
だ
わ
り
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。

レ
シ
ピ
を
中
心
に
山
料
理
の
参
考
書

と
し
て
使
い
た
け
れ
ば
、
全
て
料
理
の

種
類
別
の
索
引
形
式
に
な
っ
て
お
り
、

本
を
片
手
に
ス
マ
ホ
か
ら
動
画
に
飛
べ

ば
調
理
現
場
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
る
。

ひ
と
昔
前
に
喧
伝
さ
れ
た
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
世
界
な
の
か
、
今
は
や
り
の
メ

タ
バ
ー
ス
の
世
界
と
言
え
る
の
か
、
つ

い
に
山
奥
の
源
流
に
も
そ
ん
な
バ
ー
チ

ャ
ル
な
世
界
が
進
出
し
た
ら
し
い
。
た

１
・
正
会
員
82
名
（
う
ち
69
名
は
準
会

員
か
ら
の
変
更
）、準
会
員
10
名
の
入
会

承
認
報
告
が
あ
っ
た
。（
古
野
）

２
・
22
年
12
月
時
点
で
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
南
久
松
）

３
・
予
算
書
、
事
業
計
画
書
提
出
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
）

４
・
事
務
局
員
の
新
規
雇
用
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
坂
井
、
柏
）

５
・
永
年
会
員
で
住
所
不
明
の
会
員
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
）

６
・
除
籍
予
定
者
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。（
柏
）

７
・
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
隊
、マ
ナ
ス
ル
隊

カ
ン
パ
に
つ
い
て
結
果
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度
第
９
回（
２
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

令
和
５
年
２
月
15
日
㈬ 

19
時

00 

分
～

場
所　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）　

ル

ー
ム

【
出
席
者
】
古
野
会
長
、
坂
井
・
山
本
・

橋
本
各
副
会
長
、
柏
・
萩
原
・

南
久
松
各
常
務
理
事
、
松
原
・

松
田
・
清
水
・
飯
田
・
久
保
田
・

平
川
・
川
瀬
・
長
島
各
理
事
、佐

野
・
黒
川
監
事

【
欠
席
者
】な
し

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】な
し

【
審
議
事
項
】

１
・
退
職
金
規
定
の
制
定
に
つ
い
て
審

議
し
た
。
数
日
中
に
会
長
、
財
務
担
当

な
ど
関
係
者
に
意
見
を
申
し
出
る
こ
と

で
会
長
一
任
と
し
た
。（
南
久
松
）

【
協
議
事
項
】

１
・
次
期
理
事
会
に
つ
い
て
人
選
方
法

を
含
め
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。（
柏
）

２
・
支
部
山
岳
祭
補
助
金
に
つ
い
て
協

議
し
、
賛
成
が
得
ら
れ
た
の
で
来
月
の

理
事
会
で
起
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
部
予
算
で
支
出
す
る
。（
坂
井
）

【
報
告
事
項
】

会

務

報

告

っ
た
１
冊
の
本
が
ネ
ッ
ト
と
の
組
み
合

わ
せ
で
、
こ
ん
な
に
楽
し
め
れ
ば
つ
い

源
流
に
出
掛
け
て
真
似
し
て
み
た
く
な

る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
山
や
沢
で

の
ス
キ
ル
と
経
験
が
必
要
で
あ
り
、
近

ご
ろ
は
や
り
の
○
○
○
キ
ャ
ン
プ
の
よ

う
に
初
心
者
が
気
軽
に
ま
ね
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
ま
た
面
白
い
。
ま
さ
に
昭
和
の
山

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
令
和
の
バ
ー
チ
ャ

ル
な
楽
し
み
方
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
、
楽
し
い
一
冊
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

（
森
田
栄
二
）

『山岳』第118年の原稿募集
　本会の機関誌『山岳』第百十八年（2023年）の発刊は、
本年8月下旬を予定しております。原稿の締め切りは 
5月下旬となりますが、会員の皆様方からのご投稿をお
待ちしております。なお、採否につきましては、恐縮
ですが編集委員会に一任させてください。
　手書き原稿でも結構ですが、できますれば下記宛、 
メールでのご連絡、ご投稿をお願い申し上げます。
[送り先］〒145-0064大田区上池台1－35－5　神長幹雄

03－3720－7569　 kaminaga@ruby.dti.ne.jp
 （『山岳』編集委員会）
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図書受入報告（2023年2月）
著　　　者 書　　　名 頁／サイズ 発 行 者 発行年 寄贈／購入別
すがぬま みつこ 旅の絵はがき （画文集） 21×21cm すがぬまみつこ（私家版） 2022 著者寄贈
すがぬま みつこ まきばへ （画文集） 22×30cm 本作り空Sola 2020 著者寄贈
J.サンクトン （著） 
越智正子 （訳） 人類初の南極越冬船ベルジカ号の記録  443p ／ 19cm パンローリング 2023 出版社寄贈

A.ランシング （著） 
山本光伸 （訳） エンデュアランス  409p ／ 19cm パンローリング 2014 出版社寄贈

高野聡 播隆信仰と仏教：槍ヶ岳開山播隆上人 331p ／ 21cm ブイツーソリューション 2022 著者寄贈
M.シノット （著） 
古屋美登里 （訳） 第三の極地：エヴェレスト、その夢と死と謎 600p ／ 19cm 亜紀書房 2023 出版社寄贈

有世独信 有世独信小品集 80p ／ 19cm 羽衣出版 2023 著者寄贈
吉川賢 森林で何が起きているのか  （中公新書） 231p ／ 18cm 中央公論新社 2022 出版社寄贈
田辺寿 Nabe Sketch 2023 128p ／ 21cm 田辺寿（私家版） 2023 著者寄贈
田部重治 峠と高原[新編]（ヤマケイ文庫クラシックス） 431p ／ 15cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈
上田哲農 上田哲農の山[新編]（ヤマケイ文庫クラシックス） 527p ／ 15cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈

大石明弘 太陽のかけら：アルパインクライマー谷口けいの軌跡 
（ヤマケイ文庫） 375p ／ 15cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈

宮田八郎 穂高小屋番レスキュー日記  （ヤマケイ文庫） 275p ／ 15cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈

金邦夫 侮るな東京の山  ：新編 奥多摩山岳救助隊日誌 
（ヤマケイ文庫） 320p ／ 15cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈

J.クラカワー （著） 
井上大剛 （訳）

Wilderness and Risk  ：荒ぶる自然と人間をめぐ
る10のエピソード 276p ／ 19cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈

藤原章生 酔いどれクライマー永田東一郎物語  ：80年代 ある
東大生の輝き

383p ／ 19cm 山と溪谷社 2023 出版社寄贈

（
松
原
）

８
・
収
蔵
品
の
燻
蒸
作
業
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
清
水
）

９
・
上
高
地
山
岳
研
究
所
利
用
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た（
川
瀬
）

【
そ
の
他
】

１
・「
山
」２
月
号
発
行
に
つ
い
て（
柏
）

2月2月

１
日　

山
行
委
員
会

２
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

山

岳
地
理
ク
ラ
ブ

3
日　
「
山
の
日
」事
業
委
員
会

6
日　

支
部
事
業
委
員
会　

休
山
会

7
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ　

グ
ロ
ー
バ

ル
ク
ラ
ブ

8
日　

山
岳
古
道
Ｐ
Ｔ　

休
山
会　

山

想
倶
楽
部

９
日　

図
書
委
員
会

14
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

15
日　

理
事
会　

三
水
会　

つ
く
も
会

マ
ウ
ン
テ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ

16
日　

山
遊
会　

か
っ
ぱ
の
会

17
日　

自
然
保
護
委
員
会　

学
生
部

18
日　

理
事
会　

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
ク
ラ

ブ

20
日　

会
報
編
集
委
員
会　

資
料
映
像
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◆
上
高
地　

多
田
多
恵
子
先
生
と
歩
く

花
の
講
座

「
上
高
地
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
の
が
昨
年

自
然
に
で
き
た
こ
と
は
、
会
報
で
ご
報

告
し
ま
し
た
。
そ
の
会
で
５
月
20
～
22

日
、
多
田
多
恵
子
先
生
（
理
学
博
士
、

『
美
し
き
小
さ
な
雑
草
の
花
図
鑑
』な
ど

植
物
関
連
の
著
書
多
数
）
と
上
高
地
を

歩
き
ま
す
、

山
に
登
っ
て
高
山
植
物
を
美
し
い
と

思
わ
れ
る
方
、
夏
に
上
高
地
で
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
を
や
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ

ご
参
加
く
だ
さ
い
、
20
日
の
昼
に
上
高

地
集
合
、
22
日
の
14
時
ご
ろ
解
散
で
す
。

12
人
で
締
め
切
り
ま
す
。
宿
泊
は
上
高

地
温
泉
ホ
テ
ル
。
参
加
費
は
宿
泊
を
含

み
飲
み
代
別
で
３
万
円
。

ま
た
今
夏
に
、
本
講
座
に
参
加
さ
れ

た
方
々
で
の
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
体

験
」を
行
な
い
ま
す
。

（zero@
qb3.so-net.ne.jp

大
森
弘

一
郎
へ
）

「
会
員
優
待
サ
ー
ビ
ス
」変
更
の
お
知
ら

せ�
〈
会
員
サ
ー
ビ
ス
Ｗ
Ｇ
〉

＊【
北
ア
ル
プ
ス
】七
倉
山
荘
／
日
帰
り

入
浴
料
大
人
６
６
０
円
→
６
０
０
円
に

変
更

委
員
会　

総
務
委
員
会　

フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ

21
日　

記
念
事
業
委
員
会　

バ
ッ
ク
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

22
日　

子
ど
も
と
登
山
委
員
会　

み
ち

の
り
山
の
会　

麗
山
会

24
日　

記
念
事
業
委
員
会

27
日　

緑
爽
会

28
日　

平
日
ク
ラ
ブ

 

２
月
来
室
者　

２
０
９
名

会
員
異
動

物
故

真
家
雅
彦　
（
５
９
２
１
）20
・
12
・
28

川
井
英
憲　
（
７
７
３
９
）22
・
７
・
20

山
本
高
由　
（
９
０
７
４
）22
・
７
・
20

大
江
純
一（
１
２
２
５
９
）23
・
１
・
２  

遠
藤
光
義（
１
５
５
４
０
）23
・
２
・
13

退
会

市
川　

正　
（
６
６
６
１
）

都
竹
祥
子　
（
８
２
２
３
）

荻
原　

裕　
（
１
０
２
５
４
）

高
比
良
昭　
（
１
０
５
４
６
）

高
橋
て
る
子（
１
１
３
４
１
）　

神
奈
川

熊
谷
友
昭　
（
１
１
５
０
８
）　

埼
玉

大
岡
省
三　
（
１
２
２
９
４
）

恩
田
小
夜
子（
１
２
２
９
６
）

富
永　

剛　
（
１
３
７
６
１
）

島
田　

博　
（
１
４
７
３
６
）

皆
川
靱
一　
（
１
５
２
３
１
）

亀
山
健
太
郎（
１
５
８
１
１
）東
京
多
摩

菊
池　

徳　
（
１
５
８
５
２
）　

東
海

根
本
路
子　
（
１
５
９
４
４
）　

茨
城

松
本
洋
子　
（
１
６
１
５
６
）　

東
海

佐
藤
陽
子　
（
１
６
８
９
３
）　

越
後

森
田
恭
世　
（
Ａ
０
３
７
５
）　

埼
玉

竹
下
智
子　
（
Ａ
０
４
１
４
）　

埼
玉

＊
２
０
２
２
年
６
月
６
日
付
で
退
会
届

け
を
受
理
し
た
沖
陽
輔（
１
６
６
９
６
）

様
（「
山
」
２
０
２
２
年
７
月
号
18
ペ
ー

ジ
、
会
員
異
動
退
会
欄
に
掲
載
）は
、
退

会
撤
回
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
認

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�

総
務
担
当
常
務
理
事　

柏
澄
子

❖
編
集
後
記
❖

◦
現
在
、
皇
室
や
旧
華
族
の
方
々
の
登

山
に
つ
い
て
、
記
録
を
残
し
て
お
こ
う

と
い
う
本
作
り
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
会
の『
山
岳
』お
よ
び
会
報「
山
」

が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

◦
皇
族
登
山
の
嚆こ

う
し矢
は
大
正
５
年
、
東

久
邇
宮
稔な

る

彦ひ
こ

王
の
槍
ヶ
岳
登
山
で
、
従

来
、
登
頂
後
は
大
天
井
岳
～
燕
岳
～
中

房
温
泉
を
歩
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
違
う
よ
う
で
す
。『
山
岳
』

第
11
年
第
１
号
の「
雑
報
」欄（
新
聞
各

社
記
事
を
収
録
）を
見
ま
す
と
、「
御
下

山
の
途
に
つ
か
せ
ら
れ
し
が
途
中
日
暮

れ
提
灯
を
振
り
翳
し
つ
つ
無
事
上
高
地

温
泉
に
御
引
返
し
…
…
」と
あ
り
ま
す
。

縦
走
の
予
定
で
し
た
が
、
結
果
的
に
は

ピ
ス
ト
ン
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
事
実
確
認
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
委
員
会
に
感
謝
で
す
。 （
節
田
重
節
）
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